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中 

| 計略 言説 全 議 放 二 半 人 和 和 

発掘 調査 (2・4 次 調 

4 次 調 

告 す る こと と し た い 。 

それ ぞ れ の 本 発掘 調査 に つい て は 、 同 年 度 内 に 基本 的 な 整理 7 

旧 南 淡 町 農林 水産 課 に より 胃 

育 委 員 会 を 調査 主体 と し て 分 布 

わ じ 市 に 引き 継が れる こと に な っ た 。 

分 布 調査 の 結果 を 基 に 、 コ 

認 調査 の 結果 に 基づき 、 事 業 で 影響 を 受け 

査 の Bー2ー5 地 

- 
調査 の 経緯 と 経過 

2 人 60 析 00 科 0 導 村 紋 の 9893 引 0 和 引 者 机 引 9 促 9 の が 衝 村 9 紗 0 が 70 午 導 引 納 引 維 細 人 測 (0 科 引導 引 作 0 机 科 旨 析 

: 盤 整備 促進 事業 ( 東 ) 地 

調査 が 行わ れ た 。 平 成 17 年 に 旧 

成 17・18 年 

査 ) を 行う こと に な っ た 。 今 

区 で 、2 次 調査 の で ー1・ 

区 ) が 計画 され 、 平 

度 に 確認 調査 (1 ・ 

る 範囲 

は 報告 書 発行 に 向け て 、 原 稿 の 作成 や 編集 作業 を 行っ て いっ た 。 

三原 郡 4 昌 

に つい て 記録 保存 を 

南 淡 町 教 成 15 年 度 に 旧 

が 合併 する と 、 事 業 は 南 あ 

3 次 調査 ) を 行っ た 。( 許 1・ 

目的 と し 

回 報告 を 行う の は 2 

2 地区 は 5 次 調査 以 

・ 分 布 調査 

調査 期間 一 一 一 平成 16 年 3 月 11 日 19 

調査 面積 一 一 一 約 16ha 

担当 者 一 一 一 一 旧 三 原 郡 広域 事務 組合 教育 委員 会 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 

外 業 補助 員 | | 新崎 都 

・ 確 認 調 査 ( 1 次 調査 ) 

調査 期間 一 一 一 平成 17 年 10 月 13 日 11 月 16 

調査 面積 “BE (2X2m の 調査 区 51 ヶ所 ) 

担当 者 一 一 一 一 南あわじ 市 教育 委員 会 山崎 裕司 

外 業 補助 員 | | 宇治 田 力 ・ 人 筒井 健司 

・ 本 発掘 調査 (2 次 調査 ) 

調査 期間 平成 18 年 1 月 4 日 2 月 15 日 

調査 面積 一 一 一 700  (A 地 区 350 軸 ・Bー1 地 区 35 再 ・C 一 1 地 

担当 者 一 一 一 山崎 裕司 ・ 谷 口 槽 

外 業 補助 員 宇治 田 力 

・ 整 理 作業 (平成 17 年 度 ) 

作業 内 容 一 一 一 2 次 調査 出土 遺物 の 洗浄 ・ 接 合 ・ 整 理 ・ 写 真 整 理 

担当 者 一 一 一 山崎 裕司 

内 業 作業 員 皇 治 田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 新 崎 都 ・ 人 筒井 健司 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 

・ 確 認 調 査 (3 次 調査 ) 

調査 期間 一 一 一 平成 18 年 6 月 19 日 28 日 

調査 面積 一 一 一 84 (2xX2m の 調査 区 21 ヶ所 ) 

担当 山崎 裕司 ・ 谷 口 桂 

次 調 

2)。 こ の 確 

、 平 成 17・18 年 度 に 本 

査 の A 地 

降 の 成果 と あわ せ て 、 改 め て 報 

区 と B 一 1 地 区 、 

生業 を 終え た 。 平成 30・ 令 和 元 年 度 に 

区 250 宙 ・C 一 2 地区 65 mi) 

演 本 善 美 ・ 



・ 本 発掘 調査 (4 次 調査 ) 

調査 期間 一 一 一 平成 18 年 7 月 24 日 一 10 月 13 

調査 面積 一 一 一 680 WW(Bー2 地 区 170 m・Bー3 地 区 65 mm・Bー4 地 区 425 ・Bー5 地 区 20 mi) 

担当 者 一 一 一 山崎 裕司 ・ 谷 口 税 

外 業 補助 員 宇治 田 力 

・ 整 理 作業 (平成 18 年 度 ) 

作業 内 容 一 一 一 4 次 調査 出土 遺物 の 洗浄 ・ 接 合 ・ 整 理 ・ 写 真 整理 

担当 者 山崎 裕司 

内 業 作業 員 | 赤井 友美 ・ 市 場 一 也 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 稀 二 ・ 新 崎 都 ・ 筒 井 健司 

富岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜 希 子 ・ 演 崎 真 紀 ・ 濱 本 矢 美 ・ 要 本 早苗 ・ 三 宅 靖 コ 

報告 書 作成 ・ 編 集 作業 (平成 30・ 令 和 元 年 度 ) 

作業 内 容 一 一 一 出土 遺物 の 実測 ・ ト レー ス ・ 写 真 撮影 ・ 遺 構図 面 の トレ ー ス ・ 執 筆 ・ 編 集 ・ 発 行 

事務 局 一 一 一 一 教育 長 浅井 伸行 教育 次 長山 見 嘉 啓 (平成 30 年 度 )・ 仲 山 和 史 ( 令 和 元 年 度 ) 

社会 教育 課長 (埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 長 兼 務 ) 福田 龍 人 

担当 者 一 一 一 一 山崎 裕司 

内 業 作業 員 三吉 

第 1 章 の 計 

1 .『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 I 2005 年 度 埋蔵 文化 財 調査 』 南 あわ じ 市 教育 委員 会 2009 

"埋蔵 文化 財 調査 』 南 あわ じ 市 教育 委員 会 お 

せ 

2.『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調査 年 報 箇 2006 邊 四 が 

| ) 九 蔵 遺跡 範囲 

南あわじ 市 教育 委員 会 調査 

[_ ] 兵庫 県 教育 委員 会 調査 

0 (S=1/4000) 100m 
[= ニー ニー ニー ニーー 一 一 | 

図 1 調査 区 設定 図 

ー 2 ー 



竹 避 導 信儀 - SE 
遺跡 の 位置 と 環境 

0 第 2 草 | 

境 

環
 第 1 節 地理 的 

淡路 島 南 部 の 地形 と 気候 1. 

紙
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囲
 

周
 

は
 

島
 

路
 
次
 

瀬戸 内 海 最 大 の 島 で ある 。 北 は 明 イ BE た S
S
N
E
k
u
 

に
 L
N
 

山地 の 北西 側 

ご 

Oo 

的 に は 、 花 周 岩 か ら 構 成 さ れる 北部 

輸 鶴 羽 

の 三原 平野 が 広がっ て お り 、 大 日 ・ 
だ い に ち 

淡海 峡 、 西 は 鳴門 海峡 に より 画 さ れ 、 

戸 内 海 の 海 上 交通 に お いて 

た と 思わ れる 

地質 ・ 地 形 

の 津名 山地 と 入 砂 岩 や 頁岩 か ら 構 成 さ れる 南部 

年 平均 降水 量 は 全国 平均 より や や 少な い 

ゆ づる は 

の 論 和 鶴羽 山地 に 大 別 さ れる 。 

に は 島内 最 
な りあ い みはら 

原 ・ 成 相川 な どの 各 河 川 が 流れ 、 合 流し て 平野 

内 を 南東 か ら 北 西方 向 に 播磨 灘 へ 流れ 込む 。 

淡路 島 南 部 の 気候 は 、 瀬 戸 内 海 性 気候 に 外洋 性 

気候 が 加味 され た 温暖 な 気候 で 年 平均 気温 15 一 

16 で 、 

図 2 南あわじ 市 の 位置 1, 407 器 を 測る 。 

2. 遺跡 周辺 の 地形 

彡 成 さ れ た 標高 2 8m の 低 平 な 視 積 地 で 、 北 か 

な ん べ い じじ 

か も ろ 

じ 市 阿 万 東町 に 所 在 す る 。 阿 万 地区 は 淡路 島 の 南西 端 に 位置 し 、 南 は 海 に 面 す る 。 南 あ わ 

頃 斜 する 。 

九 歳 遺跡 は 

東側 は 上 述 の 論 鶴 羽山 地 、 西 側 は 南 辺 寺山 塊 に 挟ま れ 、 小 規模 な 平野 部 が 広がる 。 

遺跡 周辺 は 論 鶴 羽山 地 よ り 流 れ 出る 嶋 路 川 に よっ て 

ら 南 方 向 に 緩やか に 

(S=1/400000) 10km 0 

図 3 淡路 島 南 部 の 地形 と 調査 地 の 位置



第 2 人 節 歴史 的 環境 
ぐ ぞう あ ま ひがし まち 、 ーー ひがし お きた ほん じ ょ 間 、 

九 蔵 遺跡 ( 阿 万 東町 ) が 所 在 す る 阿 万 地区 で は 、 東 沖田 地区 や 阿 万 本 庄 地 区 で の 画 場 整備 事業 、 県 道 
す も と な だ か し ゅ う 

洲本 灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ パス ) ざ や 市 道 阿 万 190 号線 な どの 道路 整備 事業 が 行わ れ 、 大 規模 な 開発 事業 が 

進展 し た 結果 、 新 し い 遺 跡 の 先 見 、 淡 路 島 の 歴史 を 語る 上 で 重要 な 発見 が 相次い だ 。 こ れ ら の 知見 を 交 

えな が ら 、 阿 万 地区 を 中 心 と し た 歴史 的 環境 を 見 て いく こと に し た い 。 

1 . 縄文 時 代 
現在 、 両 遺跡 は 本 庄川 ダム に 水 沈 し て いる が 、 ( 話 4)、 阿 万 地区 に も 拠点 的 な 集落 が 成立 し て い 

小倉 遺跡 ( 阿 万 上 町 ) で は 有 天 失 頭 如 が 採集 さ _ た こと が 明らか と な っ た 。 
れ て お り ( 許 )、 奥 河内 遺跡 ( 阿 万 上 町 ) で は 縄 。 井手 田 遺 跡地 区 で は 前 期 後 葉 ご 中 期初 頭 の 土 
文 時 代 草創 期 の 山形 押 型 文 土器 が 採集 され て いる 玩 や 堅 穴 住居 が 検出 され て お り ( 話 s)、 中 期 後半 
( 話 2)。 九 蔵 遺 跡地 区 で は 縄文 時 代 晩期 の 廃棄 に は 島内 最大 規模 の 方 形 周 溝 墓 群 が 形成 され る 

土 等 が 検出 され た ( 許 3)。 ( 議 6)。 
きた ん だ 

2. 弥生 時 代 北田 遺跡 で は 中 期 後半 と 推定 され る 堅 穴 住居 が 

九 蔵 遺跡 B・C 地 区 で は 弥生 時 代 前 期 後 葉 中 検出 され て いる ( 話 ?)。 

期 前 葉 の 苫 ・ 土 塊 ・ 堅 穴 住 居 等 が 検出 され て お り 弥生 時 代 後 へ 末期 に か け て は 、 遺 跡 は 小 規模 な 
に ! N { すま が (が 

導入 吉田 - 江 半 近 ョ 
て 

。 < | 

人 ソン イレ | 」 トン 

(S=1/25000) 

図 4 調査 地 周 辺 の 遺跡 
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が ら 数 が 増加 し 、 塩屋 川 流域 に は 初田 遺跡 と 井手 

田 遺 跡 話 s)、 嶋 路 川 流域 に は 九 蔵 遺跡 ( 許 4) と 

北田 遺跡 、 本 庄川 流域 に は 佐古 谷 遺跡 と 河内 遺跡 

( 話 2) が 立地 する 。 九 蔵 遣 跡 B 地区 、 井 手 田 遺 跡 

A 地 区 、 河 内 遺跡 で は 堅 穴 住居 が 検出 され て いる 。 

3. 古墳 時 代 

阿 万 地区 で は 、 前 ・ 中 期 古 墳 は 確認 され て お ら 

ず 、 後期 の 丸田 古墳 2 基 が 確認 され て いる の み で 、 

石室 は 2.95 X0.9m の 1 号 墳 と 2.9X1.25 mm の 

2 人 号 墳 で 構成 され 、 と も に 小 堅 穴 式 石室 を 埋葬 施 

設 と する ( 許 8s)。 

井手 田 遺 跡地 区 で は 中 期 を 中 心 と する 堅 住 

居 が 検出 され た 他 、B 地区 で 当時 の 河道 周辺 の 低 

湿地 帯 と 推定 され る 場所 に 土器 だ まり が 形成 され 

て お り 、 前 期 の 管 玉 2 点 、 ガ ラス 玉 1 点 、 臼 玉 7 

点 が 出土 し た 。 土 器 に は 小型 丸 底 土 器 や 高 二 等 の 

供 献 土器 が 多く 含ま れ て お り 、 川 や 水 と 関わ る 祭 

\
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想 を 行っ た と 推定 され る ( 話 5・6)。 

九 蔵 遺跡 B 地区 で は 後期 の 堅 穴 住居 が 検出 され 

て いる ( 許 4)。 

4. 飛鳥 ・ 奈 良 時 代 

古代 三原 郡 は 僕 文 ・ 幡 多 ・ 養 宜 ・ 榎 列 ・ 神 衝 
阿 万 。 賀集 の 7 郷 か ら 構 成 さ れん て いた 。 淡路 島 で 

は 古代 地名 が 比較 的 多く 残存 し て お り ( 話 9)、 阿 

万 を は じ め と する これ ら の 古代 地名 の ほとん ど が 

現在 の 地区 の 名 称 と し て 使わ れ て いる 。 

井手 田 遺 跡 A 地 区 で は 奈良 時 代 の 掘 立柱 建物 が 

多数 検出 され て お り ( 許 5)、 旧 塩屋 川 の 中 州 に 大 

き な 集 落 が 形成 され て いた 。 集 落 の 南限 で は 飛鳥 

へー 奈良 時 代 の 総 柱 建物 が 検出 され て お り 、 そ の 南 

側 に は 条 里 型 地 割 が 広がる こと か ら 、 収 穫 物 を 納 

め る た め の 倉 庫 で あっ た と 推定 され る ( 話 e)。 

九 蔵 遺跡 D 地 区 で は 飛鳥 時 代 と 推定 され る 梁 行 

2 間 ( 約 4.8m) X 桁 行 4 間 ( 約 7.8m) の 大 型 

柱 建 物 が 検出 され 、 柱 穴 か ら は 古墳 時 代 後期 の 

忌 銀 張 の 耳 環 が 出土 し て お り ( 許 i0)、 官 衛 的 な 

物 の 可能 性 が 高い 。 奈良 時 代 に な る と B 地区 に 

稀 建 物 群 が 構成 され 、 最 大 の 側 柱 建 物 は 梁 行 2 

( 約 5.0m) xX 桁 行 5 間 ( 約 10.8m) で 、 同 

区 内 で これ まで 国内 で 51 枚 し か 確認 され て い 

な い 和 同 開 球 銀 銭 が 出土 し て いる 。 製 塩 炉 や 上 水 

溜め 等 の 製塩 遺構 も 見 つか っ て お り 、 製 塩 と 深く 

結び つい た 官 衛 遺 跡 で あっ た と 推定 され て いる 

( 話 4)。 九 蔵 遺跡 は 平安 時 代 初頭 に な る と 製塩 と 

と も に 、 官 衛 遺 跡 と し て も 終 毒 を 迎え る 。 

5. 平安 時 代 

井手 田 遺 跡 A 地 区 で は 母屋 部 分 が 染 行 2 間 ( 約 

4.7m) X 桁 行 5 間 ( 約 11.6m) で 54.5 軸 、 遍 

部 分 を 入れ る と 約 7.1 XX 14.0 m で 約 99.4 の 規 

模 と な る 大 型 建物 が 検出 され て いる ( 話 6)。 ま た 

D 地 区 で は 古代 の 上 が 多数 出土 し て お り 、 周 辺 に 

寺院 等 の 施設 が 存在 し た 可能 性 が ある ( 許 1u)。 

初田 遺跡 で は 平安 時 代 の 土器 が 出土 し て お 

これ に 近い 塩屋 古城 跡 は 江戸 時 代 の 地誌 『 溢 中 章 』 

に 「 源 平 の 時 安 麻 六 郎 宗 益 居 す 」 と 記さ れる が 真 

偽 の 程 は 定か で な い 。 
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6. 中 世 

貞 応 2 (1223) 年 の 「 淡 路 国 太田 文 」 に 、「 得 __ 動 し 、 九 蔵 遺跡 周辺 は 一 面 農 耕地 と な り 、 現 在 の 

長 毒 院 井 八幡 宮 御領 」 と 記さ れる 「 阿 万 庄 」 は 、「 本 よう な 観 へ と 変化 し て いく と 推定 され る 。 

庄 百 町 、 沼 嶋 三 町 」 合わ せ て 「 田 百 三 町 」 で 、 溢 井手 田 遺 跡 で も 15 世紀 前 後 、 集 落 に 大 き な 変 

路 国 で は 「 人 賀集 圧 」 の 「 田 百 革 町 」 に 次 ぐ 広 大 な 化 が お こる 。A 地 区 で は 検出 され た 室町 時 代 の 掘 

面積 を 誇る 。 立柱 建物 が 2 棟 と 激減 する が 、 双 地区 で は 14 世 

鎌倉 時 代 に 最も 大 き な 集 落 が 形成 され ん て いた の _ 紀 後 半 へ 15 世紀 前 半 の 掘 立柱 建物 が 8 棟 検出 さ 

は 、 井 手 田 遺 跡地 区 の ある 上 朋 塩 屋 川 の 中 洲 周 辺 _ れ て お り ( 許 2)、 八 幡 神 社 周辺 の 集落 が 次 第 に 発 

で 、 こ れ ま で 20 棟 近 く の 掘 立柱 建物 が 検出 され 展 し 、 阿 万 地区 の 中 心 と な っ て いく と 推定 され る 。 

て いる ( 話 5)。 塩屋 川 下流 域 の 低 平 な 三角 洲 地 帯 城中 と し て は 郷 殿 城跡 か あり 、 東西 か ら 山 が 人 迫 

の 開発 や 農業 生産 を 背景 に 、 大 き な 集 落 が 成立 し る 狭 陰 な 地形 で 、 阿 万 側 の 山上 に 細長 い 平 坦 地 が 

た と 推定 され る 。 見 られ 、「 郷 上 は ん 」 と 呼ば れる 小 両 が 残る 。 郷 

一 方 で 九 蔵 遺跡 C で 地区 で も 鎌倉 時 代 の 建物 が 多 丹後 守 重 朝 が 城主 と 伝え られ 、 江 戸 時 代 の 地誌 『 淡 

く 見 つか っ て いる が 、 そ の 中 で も 兵庫 県 教育 委 路 常磐 草 』」 等 に 淡路 守護 細川 氏 の 氏族 が 郷 氏 を 名 

員 会 主体 の 調査 で 検出 され た 1 区 SB03 は 深 乗っ て 在 城 し た と 記さ れ て いる 。 正 福 寺 は 建 長 元 

行 4 間 (9.0m) xX 桁 行 5 間 (11.5m) の 総 柱 1249) 年 銘 の 薬師 如来 像 を 本 尊 と する 現存 する 

建物 で 、103.5 選 の 面積 は 淡路 島内 で これ まで 検 _、_、 寺 で ある が 、 周 辺 で は 平安 一 室町 時 代 の 瓦 が 採集 

出さ れ た 中 世 建 物 の 中 で 最大 規模 を 誇る 。2 区 され て いる 。『 淡 路 草 』」 に 「 村 考 曰 営 寺 旧 後 山 に 

SB04 は 梁 行 3 間 (7.3 m) x 桁 行 6 間 (11.0__ 有り 」、「 昔 僧坊 十 二 遍 有り 」 と 記さ れる 。 

m) の 総 柱 建 物 で 、 面 積 80.3 責 は 1 区 SB03 

に 次 ぐ 規 模 で ある 。 こ れ ら の 建物 は 荘園 の 中 心 と 

な る 建物 と 推定 され 、 小 字 「 九 蔵 」 に 位置 する こ 

と か ら 、 会 所 すなわち 「 ぐ ぞ 」 が 地名 と し て 残っ 

た の で は な いか と の 指摘 が な され て いる ( 話 4)。 

九 蔵 遺跡 で 集落 が 立地 する の は 14 世紀 代 ま で で 、 

15 世紀 以降 、 集 落 は 微 高 地 で ある 北田 遺跡 に 移 

第 2 章 の 詩 
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建物 1 ( 図 8) 

梁 行 1 間 X 桁 行 4 間 で 、 桁 行 柱 問 は ば ら つ き が 大 きく 、 特 に 桁 行 北端 の 1 間 は 柱 間 が 短い こと か ら 、 

付属 的 な 施設 の 可能 性 も 考え られ る 。 建物 の 面積 は 16.40 軸 、 方 位 は N 17" E を 示す 。 柱 穴 の 埋 士 は 

層 序 図 6 層 と 同じ よう な 土質 、 土 色 で ある が 、 炭 を 含ま な い 。 

建物 2 ( 図 8) 

梁 行 1 間 以 上 x 桁 行 3 間 以 上 で 、 東 側 と 南側 に 広がる 可能 性 が ある 。 西 側 の 1 間 と 北側 の 1 間 は 柱 間 

が 短い こと か ら 、 付 属 的 な 施設 の 可能 性 も 考え られ る 。 建物 の 方 位 は N 16" EE を 示す 。 柱 穴 の 埋 土 は 

層 序 図 6 層 と 同じ よう な 土質 、 土 色 で ある 。 
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2. 褐 灰 色 10YR4/1 粘 砂 質 土 (Wn 少 し 含む ) 土 灰色 5Y5/1 粘 砂 質 土 0 (S=1/100) 5m 

図 8 A 地 区 建物 1・2 平面 ・ 断 面 ・ 層 序 図 

3. 遺物 

遺構 埋 士 か ら 鎌倉 時 代 の 遺物 が 出土 し 、 包 含 層 か ら は 鎌倉 時 代 を 中 心 と する 遺物 が 出土 し た 。 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 9・10、 写 真 図 版 7) 

建物 1 

柱 穴 9 か ら 1 の 土師 回 小皿 が 出土 し た 。 口 縁 部 ペー ページ. 、 

は 内 湾 し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 復 元 品 径 8. 3em・ ビニ ニニ ニー ニー 

復元 底 径 6.1cm・ 器 高 1. 2cm を 測る 。 図 9 A 地 区 遺構 出土 遺物 1



建物 2 

柱 穴 12 か ら 2、 柱 穴 21 か ら 3・4、 柱 穴 23 か ら 5 が 出土 し た 。 

2 は 土師 器 皿 で 、 体 部 は 内 湾 、 口 縁 部 は 外 反 し 、 端 部 を 丸く お さめ る 。 

復元 口径 15.1cm・ 復 元 底 径 9.9cm・ 器 高 3.1cm を 測る 。3 は 土師 器 

和 皿 の 底部 で ある 。 復 元 底 径 6.0cm を 測る 。4 は 瓦 器 塊 で 、 了 断面 三 

朋 形 の 高台 が 付く 。 底 部 内 面 に は 平行 に ミガキ 、 体 部 内 面 に は 横 方 

向 に 雑 な ミガキ が 施さ れる 。 体 部 外面 に は ユビ オ サ ニ エ 痕 が 残り 、 ミ 

ガキ は 見 られ な い 。 底 径 5.0cm を 測る 。5 は 煮 炊 具 の 口 縁 部 と 推定 

され 、 外 面 は ヨコ ナ デ 、 内 面 に 横 方 向 の ハケ メ を 施す 。 

溝 14 

6・7 が 出土 し た 。6 は 土師 器 小 皿 で 、 口 縁 部 は 少し 内 湾 し 、 全 

体 に 摩耗 が 激 し い 。 復元 口径 8.8cm・ 復 元 底 径 6.9cm・ 器 高 1.4cm 

を 測る 。7 は 土師 突 塊 で 、 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 

体 部 外面 に は 横 方 向 に 雑 な ミガキ 、 内 面 上 半 は 横 方 向 、 下 半 は 不定 

方 向 に 密 な ミガキ を 施す 。 復 元 口径 15.8cm を 測る 。 

溝 32 

8 が 出土 し た 。8 は 瓦 穴 の 底部 で 、 断 面 台形 の 高台 が 付く 。 内 

\
 

油
 筐
 品 
誤
 

面 に ミガキ が 施さ れる 。 復元 

(2) 包含 層 出土 遺物 ( 図 11 

底 径 5.0cm を 測る 。 

・12、 写 真 図 版 7) 

9ー23 は 4・5 層 か ら 出 土 し 、 鎌 倉 時 代 を 中 

心 と する が 17 等 、 室 町 時 代 に 下る 遺物 が 混入 す 

る 。24 へ ご 30 は 6・7 層 か ら 出 土 し 、 鎌 倉 時 代 を 

心 と する が 24・25 等 、 平 安 時 代 に 遡る 遺物 が 

混入 する 。 

9 は 青磁 碗 の 底部 で 、 内 面 に 割 花 文 と 思わ れる 

文様 が 施さ れる 。 復元 底 径 6.1cm を 測る 。10・ 

11 は 白磁 碗 で 、 体 部 下 半 は 内 湾 し 、 台 形 の 高台 

が 付く 。 ど ちら も 復元 底 径 5.6cm を 測る 。12 は 

白磁 碗 で 、 口 縁 端 部 が 玉 縁 状 を な す 。 復元 口径 

17. 9cm を 測る 。13 は 白磁 皿 の 口 縁 部 と 推定 され 、 

村 湾 し 、 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。14 は 白磁 

の 口 縁 部 と 推定 され 、 外 反し 、 端 部 を 失 り 気味 4 

に お さめ る 。15 は 上 瓦 器 塊 で 、 断 面 三 角形 の 高台 

が 付く 。 全 体 に 摩耗 が 激しい 。 底 径 4.4cm を 測 

る 。16 は 煮 炊 具 の 口 縁 部 と 推定 され 、 端 部 に 面 

を も ち 上 方 に 少し 拡張 する 。17 は 羽 釜 型 の 煮 炊 

具 で 、 体 部 外面 に タタ キ が 施さ れる 。18 は 土師 

突 塊 の 高台 部 と 推定 され る 。 復 元 底 径 7.6cm を 測 

る 。19 は 土師 器 皿 で 、 体 部 は 直線 的 で 、 口 縁 敵 

ご
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図 11 A 地 区 包含 層 出 土 遺物 1
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第 2 節 Bー1 地 区 

Bー1 地区 は 九 蔵 遺跡 の 中 央 付近 に 立地 し 、 兵 

庫 県 教育 委員 会 が 本 調査 を 行っ た 5 区 に 隣接 す 

る 。 標高 は 約 8.0 mm、 調 査 区 の 面積 は 35 で ある 。 

世 の 掘 立柱 建物 1 棟 と 奈良 時 代 の 据 立 柱 建物 1 

棟 が 復元 で きた 。 

図 13 Bー1 地 区 の 位置 
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4 砂 質 土 (Fe・Mn 少 し 含む ) 

灰 黄 色 2.5Y7/2 細 砂 質 土 (Fe・Mn 少 し 含む ) 十 
時 褐 色 10YR3/1 粘 質 土 (Wn 少 し ・ 遺 物 含 む ) 
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12. に ぶ い 黄色 2.5Y6/3…6/ 
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(S=1/80) 
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南東 壁 

7 に 10 

図 14 Bー1 地 区 南西 ・ 南 東 壁 層 序 図 

2. 遺構 ( 図 15、 写 真 図 版 2) 
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図 16 Bー1 地 区 建物 3 平面 ・ 層 序 図



建物 4 ( 図 17) 

地区 外 北 東南 東 に 広がる 可能 性 が あり 、 規 模 

や 構造 は 不明 で ある が 、 南 東北 西方 向 が 梁 行 、 

南西 北東 方 向 が 桁 行 と な り 、 北 西側 に 遍 が 付属 

する 構造 と 推定 され る 。 建 物 の 方 位 は N 38" EE 

を 示す 。 柱 穴 の 埋 士 は 層 序 図 7 層 と 同じ よう な 土 

質 、 土 色 で ある 。 

3. 遺物 

出土 遺物 か ら 土 志 22 は 中 世 の 遺 構 、 土 塊 11 は 

奈良 時 代 の 遺構 と 推定 され る 。 包含 層 か ら は 中 世 、 

奈良 時 代 、 弥 生 時 代 終 未 期 頃 の 遺物 が 出土 し て い 

る 。 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 18、 写 真 図 版 8) 

建物 4 

柱 穴 7 か ら 31 が 出土 し た 。 鉄 製 の 釘 で 、 断 面 

方 形 で 、 長 さ 10.3cm を 測る 。 

土 垢 11 

32 の 土師 器 が 出土 し た 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 

縁 部 は 外 反 し 、 端 部 内 側 に 沈 線 を 巡ら せる 。 体 部 

に ロク ロナ デ を 施す 。 復 元 口径 19.0cm を 測る 。 

土 折 22 

33 の 土師 鶴 小 皿 が 出土 し た 。 底 部 外面 は 摩耗 

が 激しい が 、 回 転 糸 切 痕 が 観察 され る 。 復元 底 径 

5.0cm を 測る 。 

(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 19・20、 写 真 図 版 8 ) 

2ー8 層 か ら 34 へ 36 が 出土 し て お り 、34 は 

「 世 、35・36 は 奈良 時 代 の 遺物 で ある 。 9 へ 12 

層 か ら 37 へ 46 が 出土 し て お り 、37… 40 は 奈 

良 時 代 、41 へ 46 は 弥生 時 代 終 末期 頃 の 遺物 で あ 

る 。 

34 は 土師 容 皿 で 、 底 部 外面 は 回 転 糸 切 後 、 ナ 

デ を 施す 。 復 元 底 径 6.8cm を 測る 。 

35 は 須恵 器 捧 B 蓋 で 、 ロ クロ ナ デ を 施す 。 復 

元 曲 径 16.1cm を 測る 。36 は 須恵 器 捧 人 A で 、 旗 

部 外面 は 回 転 ヘ へ ラ 切 後 、 ナ デ を 施す 。 復 元 底 径 

7.4cm を 測る 。37 は 須恵 器 搾 B 身 で 、 体 部 は 直 

線 的 で 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 体 部 は ロク ロ 

ナ デ を 施し 、 底 部 は 回 転 ヘ へ ラ 切 後 、 高 台 を 付け る 。 

則 

1. 灰白色 2.5Y7/1 細 砂 質 土 (Fe 少し 含む ) 

0 (S=1/100) 5m 

ーーー] 

図 17 Bー1 地 区 建物 4 平面 ・ 断 面 ・ 層 序 図 
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図 18 Bー1 地 区 遺構 出土 遺物 
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図 19 Bー1 地 区 包含 層 出 土 遺物 1



復元 口径 14.4cm・ 底 径 10.0cm・ 器 高 3.9cm を 測 
る 。38 は 須恵 器 捧 B 身 で 、 短 い 高台 が 付く 。 復 
元 府 径 9.6cm を 測る 。39 は 製塩 土器 で 、 器 壁 が NN ロブ 
Ilem 以上 と 厚く 、 和 丸 底 V 式 ( 許 2) の 口 縁 部 と 推定 37 
され る 。40 は 土師 器 拓 も し く は 皿 で 、 底 部 は 臣 
転 ヘ へ ラ 切 後 、 断 面 三 角形 の 高台 を 付け る 。 復 元 底 ーー 一 
径 15.0cm を 測る 。 ーー | に ーー ーー 

41 は 高 折 の 脚 部 で 、 復 元 底 径 14.4cm を 測る 。 ーー 40 
42 は 高 折 の 脚 部 で 、 底 径 13.6cm を 測る 。43 は お 

高 抹 の 脚 部 で 、 中 空 部 に 円 盤 充 填 を 行っ て いる 。 
基部 径 2.2cm を 測る 。44 は 導 の 底部 と 思わ れる 。 ンー ノル / 
底部 外面 中 央 が や や 凹む 。 復 元 底 径 3.2cm を 測る 。 41 
45 は 東 阿波 型 の 客 と 思わ れる 。 体 部 は 倒 卵 形 で 、 
外面 は 摩耗 に より 調整 不明 で ある が 、 内 面 は ケズ 

リ に よっ て 回 璧 を 薄く 仕上 げ る 。 口 緑 部 を ヨコ ナ 
デレ し 、「 く 」 字 状 を 呈す る 。 口 縁 端 部 に 面 を も ち 、 
上 方 に つま みあ げ る 。 底 部 は 平底 で ある が 、 丸 底 
化 が 進ん で いる 。 口径 13.8cm・ 頸 部 径 12.7cm・ 

体 部 最大 径 20.3cm・ 底 径 3.0cm・ 器 高 22.1cm を 
測る 。46 は 電 で ある 。 体 部 は 倒 卵 形 で 、 内 面 の 
頸 部 と の 境目 付近 に 粘土 つなぎ 痕 が 観察 され る が 、 
全体 に 摩耗 し て お り 調 整 不 明 で ある 。 口 縁 部 は 緩 
や か に 外 反し 、 口 縁 端 部 を 玉 縁 状 に 仕上 げ る 。 底 
部 は 平底 で ある が 、 和 丸 底 化 が 進ん で いる 。 口径 
17.5cm・ 鍵 部 径 12.3cm・ 体 部 最大 径 28.0cm・ 底 

径 4.5cm・ 回 高 36.4cm を 測る 。 
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図 20 Bー1 地 区 包含 層 出 土 遺物 2 
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第 3 人 節 Bー2 地 区 

Bー2 地 区 は 九 蔵 遺跡 の 中 央 付近 に 立地 し 、 兵 

庫 県 教育 委員 会 が 本 調査 を 行っ た 5 区 に 隣接 する 。 

標高 は 7.0 一 7.6m、 調 査 区 の 面積 は 170 再 で あ 

る 。 鎌倉 時 代 の 井戸 ・ 土 才 、 律 令 期 の 遺構 等 が 検 

出さ れ た 。 

図 21 Bー2 地 区 の 位置 

1. 層 序 ( 図 22) 

4・6・7 層 が 鎌倉 時 代 、10 13 層 が 奈良 時 代 を 中 心 と する 律令 期 の 遺物 包含 層 と 推定 され る 。16 

層 上 面 で 鎌倉 時 代 と 律令 期 の 遺構 を 検出 し た が 、 お よそ 4 ライ ン よ り 北 東側 は 鎌倉 時 代 の 遺構 、4 ライ 

ン よ り 南 西側 は 律令 期 の 遺構 が 中 心 と 思わ れる 。 

7.60m L 
1 1 ーー 

: | フラ 
16 

5 
1 - 

7.60m 

ーー 

ii ー ー ーー 
16 っ 14 ブ 

アピ 
7 8 
= 1 

7.60m 

3 
| | 1 に | ーー 一 

13 

ーー 1 黄 灰 色 2.5Y5/1 砂 質 土 ( 耕 土 o 黄 灰色 2.5Y4/1 粘 細 秒 質 
3 。 黄 灰色 2. 海 H+ 各 呈 eo 和 導き eo・ ぎ いて 人 ) 
5 明 黄 宰 若 細 砂 質 土 (Fe・Mn 少 し 含む ) 光正 洛 き 洪 H+ 
は 揚 乱 状 に 混じる 世 補 公 2 60/6 衝 細め 泊 土 Ce・W 少 し ・ 革 物 多く 含む ) 
ーー 3. 黄 灰 色 2.5Y6/1 砂 質 土 (Fe 少し 含む ) 11. /0 結 砂 質 土 (fn 少し ・ く 含む ) 

13 4 友 名 2 56/1 質 12 0 結 砂 質 土 (Wn 少 し ・ 人 
潮 5 5. に ぶ い 黄色 2.546/3 め 質 圭 (fe・W 合 む ) 13 寺下 

(=i/80) e 入党 He) 14 黄色 2.5Y571 和 細め 黄 エ 少し さむ) 
9 1 2m 7 公 2.5V6/0 凶 め 質 土合 む 15. 灰色 N5/0 結 砂 質 土 4n 少 し ・ 遺 物 多 く 含む ) 填 

oe 和 Seo 各 測 高い 導き 選手 (人) 
ーーー] 明 黄 褐 色 2. は け 量 過少 し 含む ) 16. 明 黄 褐色 2.5Y6/6 粘 細 砂 質 土 (Fe・Mn 少 し 含む ) 

区 いい _Bー2 地 区 南東 壁 層 序 図 

2. 遺構 ( 図 23、 写 真 図 版 3 ) 

鎌倉 時 代 の 井戸 10 a・10 b と 土塊 9、 律 令 期 の 溝 3 ・5 等 を 検出 し た 。 

井戸 10a・10b ( 図 24、 写 真 図 版 4) 

鎌倉 時 代 の 井戸 10 a と 井戸 10 b の 2 基 が 並ん で 検出 され 、 切 り 合 いか ら 少 な く と も 井戸 10 a を 先 

に 埋め 戻し て いる が 、 出 土 遺物 に 明確 な 時 期 差 は 確認 で き な い 。 

井戸 10 a は 約 1.2 mm 掘り 下げ た 最 下 部 に 、 底 板 が 無い 曲 物 の 桶 を 、 底 縁 を 下 に し て 設置 し 、14 層 を 

裏 込 め 土 と し て 埋め 戻し て いる 。 曲 桶 周囲 に は 固定 する た め の 杭 が 残っ て いた 。 曲 桶 よ り 上 部 の 構造 

は 不明 で ある が 、12・13 層 を 埋め 戻し て いる こと か ら 、 さ ら に 曲 桶 を 重ね て 12・13 層 を 裏 込 め 土 と し 、 
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井戸 廃棄 時 に 上 部 の 曲 桶 に 関し て は 抜き 取り が 行わ れ た 可能 性 も 考え られ る 。 井戸 廃棄 後 、7 へ 11 層 

で 埋 戻し を 行っ て いる 。 

井戸 10 b は 約 1.0 mm 掘り 下げ た 最 下 部 に 、 底 板 が 無い 曲 桶 を 、 底 縁 を 下 に し て 設置 し 、6 層 を 裏 込 

め 土 と し て 埋め 戻し て いる 。 井戸 10 a の よう な 周囲 の 杭 は 確認 で き な か っ た 。 廃棄 後に 1 5 層 で 埋 

戻し を 行っ た と 推定 され る が 、 大 型 の 礎 が 比較 的 多く 含ま れ て お り 、 曲 桶 内 側 に も 礎 が 落ち 込ん で いた 

こと か ら 、 施 設 の 一 部 に 礎 を 使用 し て いた 可能 性 も 考え られ る 。 
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図 23 Bー2 地 区 平面 図 

灰白色 5Y 質 土 (Fe 少し 含む ) 
質 土 (Fe 少し 含む ) 土 灰 黄 褐 色 10YR4/2 細 砂 質 土 揚 乱 状 に 混じる 

10YR4/2 細 砂 質 土 
礎 混 黄 灰 色 2.5Y5/1 細 砂 質 土 ( の 1020cm 以 下 の 礎 ・ 炭 少し 含む ) 
褐 灰色 10YR4/1 粘 質 土 土 灰色 5Y6/1 シ ルト 混じる (植物 遺体 多く 含む ) 
灰色 5B6/1 粘 砂 質 土 
褐色 10YR6/6 砂 質 土 填 暗 灰 黄色 2.5Y5/2 粘 砂 質 土 混じる 

黄 灰 色 2.5Y5/1 細 砂 質 土 十 暗 灰 黄色 2.5Y5/2 粘 砂 質 土 混じる 
談 白色 2.5Y7/1 砂 質 土 填 暗 灰 黄色 2.5Y5/2 粘 砂 質 土 混じる 
黄 灰 色 5Y5/1 粘 細 砂 質 土 
灰色 5Y4/1 粘 質 土 
灰白色 2.5Y7/1 粘 砂 質 土 

13. 灰白色 2.5Y7/1 砂 質 土 土 灰色 5Y4/1 粘 質 土 泥 じ る 
14. 礎 混 緑 灰 色 10! 65/1 粘 砂 質 土 ( る 2ー5cm 以 下 の 礎 含 む ) 
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井戸 10a 井戸 10b っ 

図 24 _Bー2 地 区 井戸 10a・10b 平面 ・ 層 序 図 
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土塊 9 ( 図 25、 写 真 図 版 3) 

戸 10 b の 南側 で 検出 され た 鎌倉 時 代 の 土塊 で ある 。 深 さ は 約 0.6 mm で 、 地 下水 位 が 高い に も 関わ 

ら ず 、 単 一 層 で 粘 質 の 堆積 士 が 見 られ な いこ と と 、 出 土 し た 土器 群 の 残り が 比較 的 良い こと か ら 、 掘 削 

後 す ぐに 土器 等 と 共に 埋め 戻さ れ た 可能 性 が 高い 。 井戸 10 b と 1m 程 し か 離れ て お ら ず 井戸 の 祭 写 等 

と 関わ り を も つ 土 玉 の 可能 性 が 高い 。 

図 25 Bー2 地 区 土 坂 9 平面 ・ 断 面 図 

3. 遺物 
出土 遺物 か ら 溝 3・5 は 律令 期 、 土 及 9 と 井戸 10 a ・10 bp は 鎌倉 時 代 の 後半 、13 世紀 後半 14 世 
紀 初 頭 頃 と 考え られ る 。 包含 層 か ら は 奈良 時 代 を 中 心 と し た 遺物 が 多く 出土 し て いる 。 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 2631、 写 真 図版 911) 
溝 3 韻 
47 の 須恵 器 才 B 身 が 出土 し た 。 短 い 高台 が 付 id > 

き 、 体 部 下 半 は 内 湾 す る 。 復元 底 径 8.0cm を 測る 。 加 

溝 5 
48 は 製 才 土器 で 、 口 緑 部 は 少し 内 湾 す る 。 器 
壁 が 薄く 、 丸 底 V 式 より 古い 時 期 と 推定 され る 。 
mn 
49 へ 58 が 出土 し た 。49 は 羽 釜 形 の 瓦 質 土 器 

で ある 。 短 い 負 部 を 付け 、 端 部 に 面 を も つ 。 三 足 
の 接合 痕 が 残っ て お り 、79 と 同一 個体 の 可能 性 

も ある 。 錯 部 か ら 口 縁 部 に か け て ヨコ ナ デ を 行う 。 

林 部 内 面 に は ハケ メス を 施す 。 復元 口径 17.9cm・ 
復元 匂 部 径 22.8cm を 測る 。50 は 瓦 器 塊 で 、 体 部 
は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 底 部 外 
面 は 切り 離し 後 ナ デ 、 体 部 外面 下 壮 に は ユビ オ サ 図 26 Bー2 地 区 遺構 出土 遺物 1 

49 

0 (S=1/4) 10cm 
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ェ 痕 、 体 部 内 面 に は 雑 な 渦 状 の へ ラミ ガキ を 施す 。 
ロ 縁 部 は ヨコ ナ デ を 行っ て いる 。 口径 14.0cem・ 
底 径 7.6cm・ 回 高 4.3cm を 測る 。51 は 東 播 系 の 

鉢 で ある 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 上 下 に 拡張 | 
し 、 口 縁 部 内 面 が 少し 凹む 。 復 元 口径 28.6cm を 吾 
測る 。52 へ 54 は 須恵 器 皿 で 休部 は 内 湾 し 、 口 縁 
端 部 を 丸く お さめ る 。 口 縁 部 に 重ね 焼き 痕 が 残る 。 | 
52 は 体 部 に ロク ロナ デ を 施し 、 底 部 外面 に 回 転 NN レノ / [\ 
糸 切 痕 が 残る 。 底 部 内 面 中 央 に は 小さ な 渦 状 に 何 
ら か の 調整 を 行っ て いる 。 渦 は 右 回 り に 中 心 へ 向 
か う 。 復元 口径 12.0cm・ 底 径 6.5cm・ 回 高 2.9cm 
を 測る 。53 は 体 部 に ロク ロナ デ を 施し 、 底 部 外 
面 に は 回 転 糸 切 痕 が 少し 残る 。 底 部 中 央 は 穴埋め 
を 行っ た と 思わ れる 粘土 つぎ の 跡 が 見 られ る 。 
径 12.9cm・ 底 径 7.2cm・ 器 高 3.1cm を 測る 。54 
は 体 部 に ロク ロナ デ を 施し 、 復 元 口径 11.0cm を 
測る 。55 は 同 安 窯 系 の D 期 ( 許 3) に 属す る 青磁 
碗 も し く は 皿 の 体 部 下 半 の 破片 と 思わ れる 。56 
ー 58 は 有 孔 土 争 で ある 。56 は 長き 4.2cm・ 最 大 図 27 Bー2 地 区 遺構 出土 遺物 2 
径 1.8cm・ 孔 径 0.4cm、57 は 長 さ 3.5em・ 最 大 径 
1. 8cm・ 孔 径 0.5cm、58 は 長 さ 3.5cm・ 最 大 径 1.7cm・ 

孔径 0.5cm を 測る 。 
井戸 10a・10b 
井戸 10a の 出土 遺物 は 59 77、 井 戸 10 b の 出土 遺物 は 78 85、86・87 は いずれ の 井戸 出土 か 不 
明 で ある 。 
59 は 井戸 10 a 底 か ら 出土 し た 曲 桶 で 、 材 質 の 樹種 は ヒノ キ 科 アス ナ ロ 属 と 同定 され た ( 許 4)。 側 板 
は 、 最 大 内 径 42.0cm・ 最 小 内 径 41.3cm・ 高 さ 27.6cm・ 板 の 厚み 約 0.5cm を 測り 、 幅 約 0.8cm の 樺 に 
よっ て 、 外 10 段 内 10 段 の 外面 返し 縫い ( 庄 5) で 綴じ し られ て いる 。 内 側 全面 に 0.5 0.8cm 間 隔 で 上 
下方 向 の ケ ビ キ を 入れ 、 こ れ 以 外 に これ に 交わ る 斜め 方 向 の ケ ビ キ が 認め られ る 。 底 板 は 残っ て お ら 
ず 、 品 縁 部 と 比較 し て 底 縁 部 は 傷み が 激しい が 、 旗 縁 端 部 か ら 1.0 1.5cm 上 に 底板 を 固定 し て いた と 
思わ れる 木 釘 の 穴 が 3 ヶ所 確認 で きた 。 補 強 の 科 が 側板 外側 の 上 下 2 ヶ所 に 巻 か れん て いる 。 上 の 逢 は 幅 
9.0 10.5cem・ 厚 み 約 0.4cm の 板 を 、 幅 0.7cm の 樺 に よっ て 、 外 8 段 内 7 段 の 外面 返し 縫い に よる 本 組 
じ と 外 2 段 内 1 段 の 小 綴じ し の 2 カ所 で 綴じ し られ て いる 。 品 縁 端 部 か ら 1.0 一 1.5cm 下 に 箱 か ら 側 板 に 革 
する 2 ヶ所 の 穴 が 確認 で き 、 逢 が 外れ な いよ うに 木 釘 で 固定 し た 跡 と 推定 され る 。 下 の 箱 は 幅 7.6 
10.3cm・ 厚 み 約 0.3cm の 板 を 、 幅 0.9cm の 樺 に よっ て 、 内 7 段 外 7 段 の 内 面 返し 留め に よる 本 綴じ と 外 
2 段 内 1 段 の 小 綴じ し の 2 ヶ所 で 綴じ し られ て いる 。 
60・61 は 59 の 周囲 に 残っ て いた 杭 で ある 。60 は ブナ 科 シ イ 属 と 樹種 同定 され ( 話 4)、 先 端 が 折れ 

て いる が 径 約 2.1cm の 枝 を 削り 出し て 杭 と し て いる 。61 は ツバ キ 科 ヒサ カキ 属 と 樹種 同定 され ( 話 4)、 
径 約 2.9cm の 枝 を 削り 出し て 杭 と し て いる 。 
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図 28 Bー2 地 区 遺構 出土 遺物 3 
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60 61 

0 (S=1/4) 10cm 

62 ご 69 は 井戸 10 a の 11 層 

か ら 出 土 し た 。62 へ 66 は 木製 

鑑 で 、62 は ブナ 科 コ ナラ 属 コ 

ナラ 亜 属 コナ ラ 節 、63 へ 66 は 

ブナ 科 ア カ ガ シ 亜 属 と 樹種 同 

定 さ れ た ( 詩 4)。62 へ 64 は く 

びれ の ある 自然 木 を 切り 出し た 

まま 使用 し て お り 、63・64 は 

部 表皮 が 残っ て いる 。62 は 

芯 で 半分 に 割れ て いる 。 こ れ ら 

に 対し て 65・66 は 切り 出し た 

上 芯 持 材 の 中 央 に くびれ を 削り 

出し て 加工 し て いる 。62 は 最 

大 径 6.5cm・ 最 少 径 4.5cm・ 長 

さ 16.5cm、63 は 最大 径 5.5cm・ 

最少 径 3.5cm・ 長 さ 15.9cm、 

64 は 最大 径 5.6cm・ 最 少 径 

3.7cm・ 長 さ 16. 1cm、 65 は 最 

大 径 5.7cm・ 最 少 径 3.3cm・ 長 

さ 17.0cm、66 は 最大 径 5. 4cm・ 

最少 径 3.1cm・ 長 さ 18.1cm を 

測る 。67 は ウリ 科 ユ ウ ガ オ 属 

と 樹種 同定 され ( 話 4)、 ヒ ョ ウ 

タン 等 を 利用 し て 橋 状 の 容器 に 



調
査
 成
果
 

70 
/ \ 

10cm 72 

口 
っ 
た
 
可
 

科 
が
 

赤 
た
 
を
 
体
 

へ 
西
 

明 
い 
は 

ね
 
日
 部
 る 
丸
 
選
 

。
 が 

っ 
の 

キ 
に 

。 
つ
 部
 、
 の
 な 

は 
不 

て 
半
 
重
 

元 
底 

測 
を 
糸
 

る
 
に
 

整 
孔 バ 上 

る
 
か 

端 
り
 
状 。。 7 

は 
れ
 
上
 
に 
。
 復
 、 を 

部
 
は
 

測
 

m 
は
 

究 
ツ 
で
 
測
 
な
 
縁
 

残 
油 
径
 

7
 
位
 

ま 
部 

部 
。 

で 
mm 
端
面
 

を
 
6 

穴 
な 

取 
を
 
れ
 

日 
が 

な 
誕 
。
 
風
 
層 

含 
体 

縁
 る 

部 
4 
緑
 
外
 

m 
0 

た
 

的 
で 

目 
m 

さ
 
し
 
痕
 

雑 
貴 

な 
に 。 、

 口
 め 

底 
に 

部
 

5
 
約
 

っ 
隊
 
品
 
雪
 
4
 

湾
 

切 
は 

m 
)
.
 細 

層 
で 

。 
さ
 
の 
径
 
。 

話
 

5 
ら 

が 
人
 

製 
、
0
 
確
 内 
糸
 面
 

詳
 

5 
凪 

る 
お 

皿 
底 

し 
し 

人
 径
 け 

下 
は 

木
 れ み 

仁 
は 
四
 

内 
の
 

~ 
器 

すく 
器
 

元 
漁 
テ
 

部
 
m 

穴 
の 
さ
 
厚
 

等 
部 

回 
部 
を
 

牙
 

と 
1
 

恵 
当
所
 

恵 
復 

内 
1 

元
 装
 

0.2 
状 

定 
, 

凍 
体 

に 
人 体
 

口 
。 東
 し た 

須 
内 
を
 須 
、
 は ロロ 

復
唱
 

に 
こ 
科 

箇 
ぬ 

塁 
で 人 デ 

元 
a
 

士 し
 は 

滞 残
 語 ロ 

E
M
 

和
 。
 

! 
上
 泌
 

0
 

ざ
 
大
 
7
 

刻
 
体
 

。 
、
 下 

、 は - 樹
 1 が 
坊
 部
 ナ 

復 
届
出
 
香 の て
 
緑 7 が 人

 は 
S
a
 
に
 、
 り
 
8
 
と
 
幅
 

た 
器 

底 =
 

。 
る
 

戸 
を
 

。 
し
 
口
 
痕
 
で
 
部
 

れ
 
も
 
ら
 
お
 
6
 
キ
 

し 
でぶ 
瓦
 

。 
ク
 
す
 
測
 

井 
ヵ
 
b
 
る
 
施
 

し 
切
 
回
 
体
 

さ
 
を
 
さ
 
て
 
。
 

カー 
り
 

行
 は
 る 

ロー 
施 

を 
は
 

礎 
0 

あ 
を
 
り
 
を
 

糸 
痢 

。 
定 

面
 る
 
し
 い
 

サ 
お
 
を
 
9
 
め
 
は
 
を
 

m 
6
 
中
 

1 
も
 
デ
 
飯
 

転
 

町 
る
 

推
 

は 
よ
 
呈
 

高 
属 

て 
影
 6
 さ 

に 
キ
 
4 

に
 

0 
戸 

性
 ナ が 
8
 回
 電 

め
 

と
 

部 
お 

を 
が 
キ
 

し 
撮 

。 
お
 

面
 ガ 4 

(
上
 
井
 

能 
ロ
 痕
 
に
 
は
 
さ
 

た
 

端 
穴 

径 
性 

カ 
損 

線 
4 

く 
外 
ミ
 

高 
有 7 の 

し 
に
 

SN 
き
 
1 

面 
| 
お
 

し
 

縁 
た 

円 
能 

サ 
破 

外 
ほ
 
丸
 

部 
ラ
 
器
 

部
 

で 
た 

ロ 
焼
 

径 
外 

に 
く
 

後 ナ デ を 施し 、 内 面 中 央 に は 左 周 り に 中 心 へ 向 か 

区 uo Bー2 地 区 遺構 出土 遺物 4



う 渦 状 の 調整 根 が 残る 。 復 元 口径 12.1cm・ 底 径 

7. 2cm・ 器 高 3.0cm を 測る 。 73 は 土師 器 皿 の 体 部 で 、 

ロク ロナ デ を 施し て 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お き さ 

め る 。 復 元 口 径 12.0cm を 測る 。74 は 土師 器 皿 の 

底部 で 、 体 部 下 半 は 内 湾 し 、 底 部 外面 に 回 転 糸 切 

痕 が 残る 。 復 元 底 径 7.1cm を 測る 。75 は 土師 質 = 件 ーー 
の 枚 の 口 縁 部 で 、 外 側 に ひら き 、 英 部 に 面 を も ち 、 人 へ s 9 = 
上 方 に 拡張 する 。 比 較 的 砂粒 を 多く 含み 、 紀 伊 型 
の 可能 性 が ある 。76 は 有 孔 土 名 で 、 正 確 な 長 さ ーー 一 
は 不明 で ある が 、 最 大 径 1.2cm 孔 径 0. 4cm を 測る 。 図 30 Bー2 地 区 遺構 出土 遺物 5 
77 は 羽 金 型 の 土 製 康 炊 具 の 協 部 で ある 。 
78 は 井戸 10 b 底 か ら 出 土 し た 曲 桶 で 、 材 質 の 樹種 は ヒノ キ 科 アス ナ ロ 属 と 同定 され た ( 話 4)。 側 板 は 、 

最大 内 径 41.3cm・ 最 小 内 径 39.7cm・ 高 さ 20.0cm・ 板 の 厚み 約 0.3cm を 測る 。 綴 し じ た 樺 は 残っ て お ら ず 、 

内 面 に 5 段 の 綴じ 跡 が 観 宗 で きる が 、 下 部 が 欠損 し て いる た め 正 確 な 段数 は 不明 で ある 。 内 側 全 面 に 0.4 

へ 0.8cm 間隔 で 上 下方 向 に グ ケ ビ キ を 入れ 、 こ れ 以 外 に これ に 交わ る 斜め 方 向 の ケ ビ キ が 認め られ る 。 底 

板 は 残っ て お ら ず 、 底 縁 か ら 1.0 1.3cm 上 に 底板 を 固定 し て いた と 思わ れる 釘 穴 イ ヶ所 が 確認 で きた 。 

補強 の 箱 が 側板 外側 の 上 下 2 ヶ 所 に 巻 か ん て いる 。 上 の 逢 は 幅 6.7 ご 9.5cm・ 厚 み 約 0.3cm の 板 を 、 幅 

0.7cm の 樺 に よっ て 2 列 で 本 綴じ を 行っ て いる が 下 半 が 欠損 し て お り 正 確 な 段数 は 不明 で ある 。 ま た 欄 

は 残っ て いな い が 、 外 1 段 で 小 綴 じ を 行っ て いる 。 下 の 和 鑑 は 幅 8.5 9.0cm・ 厚 み 約 0.3cm の 板 を 、 幅 

1.0cm の 樺 に よっ て 2 列 に 外 5 段 で 内 面 返 し 留め で 本 綴じ 、 外 3 段 で 小 綴 し を 行っ て いる 。 下端 より 1.0 

ー1.3cm 上 に 木 釘 の 穴 が 14 ヶ所 確認 で き 、 上 記 の 本 体 の 木 釘 の 穴 7 ヶ 所 と 間隔 が 完全 に 一 致す る こと 

か ら ( 図 32 の AーD が 一致 )、 こ の 逢 は 本 来 側板 底 縁 部 に あり 、 逢 の 外側 か ら 底 板 を 固定 する た め の 木 

釘 が 打 た れ て いた こと が 確認 され た 。 

79 へ 82 は 井戸 10 b 東部 の 上 中 層 、83 85 は 井戸 10 b 西部 の 上 中層 か ら 出 土 し た 。79 は 羽 

釜 形 の 瓦 質 土器 の 三 足 部 分 と 推定 され 、49 と 同一 個体 の 可能 性 も ある 。 先端 を 外側 に 屈曲 させ る 。 体 

部 内 面 に は 横 方 向 に 細か い ハ ケス メ を 施す 。80 は 須恵 器 皿 の 底部 で 、 外 面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 元 底 

径 7.2cm を 測る 。81 は 土師 器 皿 の 底部 で 、 外 面 に 回 転 糸 切 痕 が わずか に 残る 。 底 径 6.3cm を 測る 。82 

は 土師 器 皿 で 、 体 部 は ロク ロナ デ を 施し 内 湾 す る 。 品 縁 端 部 は 丸く お さめ る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 

残る 。 突 高 3.4cm を 測る 。83 は マツ 科 モ ミ 属 と 樹種 同定 され 、 板 目 取 で 木簡 状 と し て いる 。 赤外線 撮 

影 を 行っ た が 財 書 痕 等 は 確認 され な か っ た ( 許 4)。 幅 2.3cm・ 厚 み 0.4cm を 測る 。84 は 瓦 器 塊 で 、 体 部 

上 半 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 外面 に ロク ロナ デ を 施す 。 復 元 口径 14.6cm を 測る 。85 

は 姜 形 の 土 製 煮 炊 具 で 、 胎 土 に 砂粒 を 多く 含む 。 口 縁 は 「 く 」 字 に 外 反 し 、 ヨ コナ デ を 施す 。 口 縁 端 部 

を 丸く お さめ る 。 復元 口 径 28.5cm・ 復 元 頸 部 径 26.9cm を 測る 。 

86・87 は 井戸 の 排 土 か ら の 採集 で 、 い ずれ の 井戸 に 属す か 不明 で ある 。86 は 無 文 の 青磁 碗 と 推定 さ 

れ 、 品 縁 部 は 直線 的 で 端 部 は 少し 失 り 気味 で ある 。87 は 上 下 が 破 損し て いる が 長 辺 6.0cm・ 短 辺 4.1cm 

の 断面 方 形 の 砥石 片 で 、 長 辺 の 片面 に 斜め 方 向 の 砥 ぎ 痕 が 確認 で きる 。 

- 20 -
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(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 32…34、 写 真 図 版 1214) 

88 へ 158 が 出土 し た 。88 は 弥生 時 代 前 期 頃 、 

89 は 平安 時 代 、90 ご 152 は お お よそ 奈良 時 代 の 

範 購 に 収まる と 思わ れる 。153・154 は 鎌倉 時 代 、 

155 158 の 有 孔 土 鑑 は 時 期 不 明 で ある 。 

88 は 弥生 土器 の 底部 で 、 底 部 外面 は ほぼ 平坦 

で 、 底 径 7.2cm を 測る 。 当 地区 で 図 化 で きた 弥生 

土器 は この 1 点 の み で 、 流 れ 込 み と 考 えら れる 。 

89 は 墨 色 土 器 塊 の 底部 高台 部 分 で ある 。 内面 

に わずか に ミガキ が 認め られ る 。 復 元 底 径 8.0cm 

を 測る 。 

90 は 土師 器 迷 か 皿 の 底部 と 思わ れる 。 低い 高 

台 が 付き 、 復 元 底 径 12.2cm を 測る 。91 は 土師 器 

玉 と 思わ れる 。 体 部 は 外 反 し 、 口 縁 端 部 は 失 り 気 

味 で 、 口 縁 部 内 面 に 少し 凹み が 見 られ る 。 復 元 品 

径 13.6cm を 測る 。 

92 ご 100 は 須恵 器 の 蓋 で ある 。 口径 17 

19cm の 大 型 の 92 94 と 11 14cm の 小型 の 95 

へ 97 に わか れる 。 小 型 は 後述 する 近 B 身 の 口径 

に ほぼ 対応 する 。92 が 復元 口径 17.3cm、93 が 復 

元 曲 径 17.5cm、94 が 復元 口径 18.2cm、95 が 復 

元 日 径 13.4cm、96 が 復元 口径 11.8cm、97 が 復 

元 昌 径 12.8cm を 測る 。98 100 は つま み 部 分 で 、 

つま み の 径 は 98 が 2.2cm、99 が 2.1cm、100 が 

2.2cm を 測る 。 

101 へ 110 は 須恵 器 B 身 の 小型 の も の で 、 

102 は 三角 形 の 高台 が 付く が 、 そ れ 以 外 は 低い 台 

用 の 高台 が 付く 。 基 本 的 に 体 部 は わずか に 内 湾 

し 、 口 縁 敵 部 は 丸く お さめ る 。101・102 は 口 縁 

部 が わずか に 外 反 する 。101 が 復元 口径 11. 4cm・ 

復元 底 径 7.6cm・ 器 高 4.1lcm、102 が 復元 口径 

11.4cm・ 底 径 8.0cm・ 紀 高 3.4cm を 測る 。103 は 

復元 口径 13.2cm・ 復 元 底 径 9.8cm・ 器 高 4.1cm、 

104 は 復元 口径 10.5cm・ 復 元 底 径 7.8cm・ 召 高 

3.3cm、105 は 復元 口径 12.6cm・ 復 元 底 径 9.0cm・ 

突 高 3.8cm、106 は 復元 底 径 8.6cm、107 は 復元 

底 径 8.4cm、108 は 復元 底 径 8.8cm、109 は 復元 

底 径 9.2cm、110 は 復元 底 径 6.8cm を 測る 。 
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111・112 は 大 型 の 須恵 器 椅 B 身 の 底部 と 思 

われ る 。 小型 の も の より 高台 が 高く 、 問 璧 が 厚 

い 。 体 部 下 半 は 直線 的 で ある 。111 は 復元 底 径 

11.0cm、112 は 底 径 7.6cm を 測る 。 

113 へ 116 は 須恵 器 捧 AA 身 の 底 部 で 、 ヘ ラ 切 

後 ナ デ を 施す 。113 へ 115 の 体 部 下 半 は 内 湾 す る 。 

113 は 復元 底 径 8.2cm、114 は 復元 底 径 10. 4cm、 

115 は 復元 底 径 7.2cm、116 は 復元 底 径 7.6cm を 

測る 。 

117・118 は 須恵 順 皿 で 、 口 線 部 が 外 反 し 、 口 

縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。117 は ヘラ 切 後 ナ 

デ を 施し 、 復 元 口径 16.0cm・ 復 元 底 径 13.6cm・ 

突 高 2.2cm を 測る 。118 は 復元 口径 18. 4cm・ 復 

元 底 径 15.8cm・ 器 高 1.6cm を 測る 。 

119 へ 124 は 須恵 器 の 底部 で 、119 は 体 部 下 

半 が 内 湾 し 、 塊 等 と 推定 され る が 、 そ れ 以 外 の 

器 種 は 不明 で ある 。119・121 へ 123 は 低い 高台 

で ある な が 120 は 高く 、124 は 突出 し た 平底 で 外 

面 に 回 転 ヘ へ ラ 切 痕 が 残る 。119 は 復元 底 径 7. 6cm、 

120 は 復元 底 径 11.2cm、121 は 復元 底 径 10. 6cm、 

122 は 復元 底 径 8.4cm、123 は 復元 底 径 4.6cm、 

124 は 復元 底 径 6.6cm を 測る 。 

125 128 は 須恵 突 疾 で 、125 は 口 線 部 が 

外 反 し 、 口 縁 敵 部 を 下方 に 拡張 する 。 復元 口径 

31.6cm を 測る 。126 は 口 縁 部 が 「 く 」 字 状 で 口 

縁 端 部 に 凹 線 1 条 が 巡る 。 復元 口径 22.8cm・ 復 

元 宅 部 径 17.8cm を 測る 。127 は 外 反 する 長い ロロ 

部 を も つ 。 復元 顕 部 径 13.8cm を 測る 。128 は 

底部 周辺 で 、 体 部 下 半 の 外面 に タタ キ 、 内 面 と 底 

部 外面 に ナ デ を 施す 。 復 元 底 径 15.0cm を 測る 。 

126 

109 ml"_ 、 全 デュ 

| ni 0 

ーー ヘー ニー 

/ 上 IN 115 ヘー | 画 ] 1 6 
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129 へ 132 は 須恵 器 夫 で ある 。129 は 直立 す 
る 短い 口 緑 部 を も ち 、 復 元 口 径 12.2cm・ 復 元 頸 ーー ビー に 
部 径 12.0cm、130 は 体 部 が 屈曲 し 、 外 面 に 2 条 129 
の 沈 線 を 施す 。 復 元 体 部 最大 径 29.6cm を 測る 。 
131・132 は 口 縁 部 が 外 反 し 、131 は 口 縁 端 部 を 
上 方 に 拡張 する 。131 は 復元 口径 11.6cm、132 
は 復元 頸 部 径 6.0cm を 測る 。 130 
133 は 土師 器 の 論 等 の 口 縁 部 で 、 外 側 に ひら き 、 
ロ 縁 端 部 に 面 を も ち 、 上 方 に 少し 拡張 する 。 復元 | | ss ) / 
径 24.0cm を 測る 。134 は 口 縁 部 が 「 く 」 字 状 Ti 人 

で 口 縁 端 部 を 上 方 に 拡張 する 。 形態 的 に は 土師 回 
橋 で ある が 、 砂 粒 を 多く 含み 、 二 次 焼成 を 受け て / N 133 

いる こと か ら 製 塩 土 器 の 可能 性 も 考え られ る 。 復 

元 日 後 14.4cm・ 復 元 宅 部 径 12.2cm を 測る 。135 ーー る 

も 同様 に 砂粒 を 多く 含み 、 製 塩 土 器 の 可能 性 も 考 ーー ーー て 電導 136 

えら れる 。 口 縁 部 が 外側 に 屈曲 する 。 

136 152 は 製塩 土器 で ある 。136 … 148 は ーー | 

突 璧 が 厚い 部 分 で 1cm 以 上 あり 、 砲 弾 型 を 呈す | ー 

る 丸 底 V 式 の 製塩 土器 と 思わ れる 。136 は 底部 、 ーー は 「 ジ 
137 

それ 以外 は 口 縁 部 で ある 。149 へ 152 は 器 避 が 

や や 薄く 、136 へ 148 より 遡る 時 期 と 推定 され る 。 

149・150 は 体 部 が 内 湾 し 、151・152 は 口 縁 部 7 = | 

が 外 反 する 。 141 142 143 

153・154 は 東 播 系 須恵 器 の 鉢 で ある 。153 は 

晶 縁 端 部 に 面 を も ち 、 下 方 に 拡張 する 。 復 元 口径 

23.8cm を 測る 。 154 は 口 縁 端 部 外側 が 丸み を も ち 、 = \ 

145 146 

4 

4 

4 

4 内 側 に 凹み が 見 られ る 。 147 

155 へ 158 は 有 孔 土 鐘 で 、155 は 長 さ 4.8cm・ 

最大 径 2.2cm・ 孔 径 0.7cm、156 158 は 正確 な りす リリ 訂 ーー 

149 150 長 さ は 不明 で ある が 、156 は 最大 径 1. 2cm・ 孔 径 

0. 4cm、157 は 最大 径 1.1cm・ 孔 径 0.3cm、158 は 

最大 径 1.1cm・ 孔 径 0.4cm を 測る 。 

140 

1 

148 

151 152 

ーー 
153 

6 
@ 157 G⑥ 158 

B 一 2 地区 包含 層 出 土 遺 物 3 
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第 4 節 Bー3 地 区 

B 一 3 地区 は 九 蔵 遺跡 の 中 央 付近 に 立地 する 。 

標高 は 8.9m、 調 査 区 の 面積 は 65 で ある 。 

弥生 時 代 と 平安 時 代 の 土質 等 が 検出 され た 。 

ー3 地区 の 位置 図 35 B 

調
査
 成
果
 

、 農 地 開 発 に 
ば 

痢 平 を 受け た と 思わ れる 。 

弥生 時 代 と 平安 時 代 の 遺構 を 5 層 上 面 で 検出 し た 。 遺 物 包 含 層 は ほとん ど 残 っ て お ら ず 

1. 層 序 ( 図 36) 

伴い 

9.00m 

(S=1/80) 

灰色 5Y6/1 砂 質 土 ( 耕 土 ) 
褐 灰 色 10YR4/1 細 砂 質 土 
黄 褐 色 2.5Y5/6 細 砂 質 土 (Fe・Mn 含 む ) 
褐 灰色 10YR4/1 粘 砂 質 土 
明 黄 褐色 2.5Y6/6 砂 質 土 (Fe 少 し 含む ) 

1 

2 
3 
4 
5 

2m 

図 36 Bー3 地 区 西 壁 層 序 図 

遺構 ( 図 37、 写 真 図版 5) 

全体 に 遺構 は 少な い 。 土 塊 5 は 弥生 時 代 前 期 

に 火 を 受け た 痕跡 が み ら れ る 

1. 

の 遺物 が 出土 し て お り 、 埋 土 は 炭 を 多く 含み 、 地 山 画 

志 13・14 か ら は 平安 時 代 の 土器 と 共に 鉄 層 が 出土 し て いる 。 

ププ 

o し 

5m (S=1/200) 0 

人 の WMV 

1. 褐 灰色 10YR4/1 粘 砂 質 土 (Mn 少し ・ 炭 含む ) 

(S=1/20) 

図 37 Bー3 地 区 平面 図 ・ 土 塊 5 平面 ・ 層 序 図 
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3. 遺物 

出土 遺物 か ら 土 撤 5 は 弥生 時 代 前 期 頃 、 土 塊 13・14 は 安 時 代 頃 と 推定 され る 。 包含 層 は ほとん ど 残 っ 

て いな いな が 、 弥 生 時代 前 期 頃 、 平 安 時 代 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 38、 写 真 図版 15) 

土 垢 5 

159 へ 161 が 出土 し た 。159 は 石 鱗 の 未 製品 

の 破片 で ある 。160 は 弥生 土器 の 橋 で 口 縁 部 は 如 

意 形 を 呈し 、 復 元 径 は 32.8cm を 測る 。161 は 

弥生 土器 の 電 の 体 部 上 半 で 、 ヘ ラ 描 き 沈 線 4 条 を 

施す 。 復 元 体 部 最大 径 28.0cm を 測 る 。 

0 = 

0 ご < 5cm 

iiIiiiliiiil 

図 38 Bー3 地 区 遺構 出土 遺物 

土 垢 13 

162 は 内 黒 の 黒色 

元 底 径 9.6cm を 測る 。 

土 垢 14 

器 塊 の 高台 部 分 で ある 。 復 

163 へ 168 が 出土 し た 。163 は 内 黒 の 黒色 土器 

塊 の 高台 部 分 で ある 。164 は 土師 器 [の 底部 と 推 

定 さ れ 、 底 部 外面 は ヘラ 切り 痕 が 残る 。 復 元 底 径 

7.4cm を 測る 。165 は 土師 器 塊 等 の 口 縁 部 で 、 口 

縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復 元 口 径 13. 

166 は 羽 釜 の 口 縁 部 で 、 ヨ コナ デ を 施し 、 

部 と 鎧 部 の 端 部 に 面 を も つ 。167 は ク 」 

底部 と 推定 され 、 短 い 高台 部 を も つ 。 

元 底 径 13.2cm を 測る 。 

(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 39、 写 真 図 版 15) 

1cm を 測る 。 

縁 端 

i 恵 器 搾 B の 

底部 径 6.9cm 

を 測る 。168 は 須恵 器 需 等 の 底部 と 推定 され 、 復 

層 位 は 不明 で ある が 、169 へ 171 が 出土 し て 

いる 。169 は 弥生 時 代 の 志 の 口 縁 部 で 、 外 反 し 、 

端 部 に 面 を も つ 。 170・171 は 平安 時 代 の 遺物 で 

ある 。170 は 土師 突 塊 の 体 部 下 半 で 、 短 い 高 台 を 

も ち 、 高 台 の 端 部 に 面 を も つ 。 復元 底 径 7.3cm を 

測る 。171 は 土師 質 の 平 瓦 で 、 片 面 に 費目 、 片面 

に 布目 が 残る 。 
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イー _ 
162 

170 

10cm 

図 39 Bー3 地 区 遺構 ・ 包 含 層 出 土 遺物



第 5 人 節 Bー4 地 区 

4 地区 は 九 蔵 遺跡 の 中 央 付近 に 立地 し 、 標 

高 は 約 7.48.5m、 調 査 区 の 面積 は 425 軍 で あ 

る 。 奈良 時 代 の 質 立 柱 建物 が 4 棟 、 

B ーー 

図 40 Bー4 地 区 の 位置 

世 の 掘 立柱 

建物 が 4 棟 復 元 で き 、 飛 鳥 時 代 の 土 玉 等 が 検出 さ 

れ た 。 

層 序 ( 図 42) 

調査 区 南東 側 で 、 律 令 期 と 中 世 の 遣 構 を 37 41 

「 心 と し た 遺物 包含 

1. 調
査
 成
果
 

を
 
れ
 

物
 
流
 

遣
 の 

の
 .
、
 ら
 

代
 
か
 

時
 
辺
 

良
 
周
 
奈
 
、
 

ば
 
り
 

層
 
お
 

8
 
て
 

) 
Ll 

6 
出
 
い
 

た
 

っ 
圭 

ゴ
ゴ
 

検
 才 

で
 
は
 

上 
4 
い
 

上
 
か
 
層
 

6
 

の
 
ク
 
ツ
 

日
 

ブ
 ヽ 層 で ある が 

込み と 思わ れる 。 お よそ 15 ブロ ッ ク を 境 に 層 序 に 変化 が 見 られ 、 こ れ よ り 北 西側 は 生産 城 で あっ た と 

[ 

「 世 

由 は 後述 する が 、 建 物 

・137 は 

写真 図版 5・6) 

建物 9 12 は 中 世 と 推定 され る 。 こ れ 以 外 の 遺構 に つい て 、 遺 構 121 ヽ 

律令 期 の 遺構 面 が 34 層 上 面 に ある こと が 確認 で きた 。 推定 され 、 

2. 遺構 ( 図 41、 

律令 期 と 中 世 の 遺 構 を 同一 面 で 検出 し 、 柱 穴 か ら 建 物 5 12 を 復元 し た 。 

5ー8 は 奈良 時 代 

れ 以 外 は お お よそ 奈良 時 代 を 中 心 と し た 律令 期 で ある が 、 土 玉 16・21・66 は 飛鳥 時 代 に 遡る 可 
で に 

/ /| 

(S=1/200) 5m 0 

図 41 Bー4 地 区 平面 図 
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中 ご + 18 38 引 
18 38 区 19 

37 
37 

19 18 
1 1 

3 
3 ご 6 ーー 
グー 2 こ ー 

ー 回 ー 12 41 41 杭 74 

22 21 20 

|
 

. 灰色 5Y6/1 粘 砂 質 土 (Fe 少 し 含む 、 揚 乱 状 ) 

. 明 黄 褐色 10YR6/6 細 砂 質 土 十 灰色 5Y6/1 砂 質 土 (Fe 少し 含む ) 

. 灰 黄 色 2.5Y7/2 砂 質 土 (Fe 含 む ) 
. 褐色 10YR4/6 粘 質 土 WWn 多 く 含む ) 

の
 

Oo
o 
の
 
お
 
O
N
 
で
 

灰色 5Y6/1 砂 質 土 (Fe 少し ・ 遺 物 含 む ) 
. 黄 灰色 2.5Y5/1 粘 砂 質 土 (Fe 少し ・ 遺 物 含む ) 
・、 混 灰色 5Y5/1 砂 質 土 (WMn・ ゅ 5…10cm 礎 ・ 遺 物 含む ) 

. 黄 灰 色 2.5Y4/1 粘 砂 質 土 (Mn 多く ・ 遺 物 多 く 含む ) 

柱 穴 68 

5 4 3 
[ = - 

2 内 2 
ーー 補 ニ 4 中 ー ギ の は 1 _ ン テー 8.40m 

37 37 内 er ググ 本 18 を 

> 

6 
1 1 

4 7 4 2 7 4 4 2 8.40m 

35 お お を り 央 7 
遺構 5 ロビ 人 ダ で 2 

遺構 20 

10 9 8 
! 2 2 - - 4 4 2 2 

4 えー 8.40m 三 7 
/\ 7 7 38 38 

39 

12 三 10 
1 - - 2 = 4 2 > 2 7 4 7 8.40m 

sa < 回 - + 16 回 回 Wi 39 10 39 39 ご 
40 4 は 39 16 16 16 39 ご 

14 13 
1 - 

8.40m 
人 1 る 13 に 田 ヨー 13 40 - ぶ も お ご ー 回 も お 40 wo 
ーー は 

構 107 

17 16 15 

7.40m っ | 

34 江 78 

24 23 
1 - 

ーー ーー ーー 一 ジー ボーー ー ー ー 
4 41 41 構 80 生 41 

ト . 礎 混 暗 灰 黄 色 2.5Y4/2 細 砂 質 土 ( る 10cm 礎 含む ) 
. 黄 灰 色 2.5Y4/1 粘 細 砂 質 土 (Mn 含 む ) 
. 礎 : M 2.5Y4/2: 10cm 以 けり 明 黄 楊 色 10YR6/6 栖 秒 損 エ す 胡 エ 礎 混 暗 灰 黄色 /2 粘 細 砂 質 土 (の 以下 の 礎 含 む ) 

. 黄 灰 色 2.5Y4/1 粘 砂 質 土 (Wn 多 く 含む ) 

. 礎 混 黄 灰色 2.5Y4/1 粘 砂 質 土 (15cm 以 下 の 礎 含 む ) 
暗 灰 黄 色 2.5Y4/2 細 砂 質 土 

・ 英 灰 色 2.5Y4/1 粘 砂 質 土 (Wn 多 く 含 む ) 
. 黄 褐 色 2.5Y5/3 粘 砂 質 土 十 礎 混 黄 褐色 2.5Y5/3 砂 質 土 (る 10ー20cm 礎 含む ) 
. 黄 褐 色 2.5Y5/3 粘 砂 質 土 
. 暗 灰 黄色 2.5Y4/2 細 砂 質 土 (Mn・ 炭 含む ) 
. 黒褐色 7.5YR3/1 粘 細 砂 質 土 (Mn 少し ・ 炭 含む ) 
. 黒褐色 10YR3/1 粘 砂 質 土 (Wn 少 し 含む ) 
・ 黒褐色 10YR3/1 ご 3/2 粘 細 砂 質 土 (Mn 少し ・ 遺 物 含む ) 
- 黒褐色 2.5Y3/2 粘 砂 質 土 (Wn 多 く 含 む ) 
. 褐 灰色 10YR5/1 粘 砂 質 土 (Wn 少 し 含む ) 
. 礎 混 に ぶ い 黄色 2.5Y6/4 粘 細 砂 質 土 (る 15cm 以 下 の 人 含 む ) 
に ぶ ぷ い 黄 色 2.5Y6/4 粘 細 砂 質 土 Wn 多 く 含む ) 

.、 明 黄 褐色 2.5Y6/6 細 砂 質 土 (Wn 多 く 含 む ) 
、 礎 混 黄 褐 色 2.5Y5/3 砂 質 土 (る 10 へ 20cm 礎 含む ) 
. 明 黄 褐色 10YR6/6 細 砂 質 土 (Mn 少 し 含む ) 

図 42 Bー4 地 区 北東 壁 層 序 図 

黄 褐 色 10YR5/6 細 砂 質 土 WMn・ 遺 物 含む ) 
灰白色 5Y7/1 砂 質 土 
灰白色 5Y7/1 砂 質 土 填 黄 灰 2.5Y5/1… 暗 灰 黄色 5/2 細 砂 質 土 (Mn 多く ・ 遺 物 含む ) 

灰色 5Y6/1 粘 砂 質 土 
黄 灰 色 2.5Y6/1 細 砂 質 土 (Mn 多く 含む ) 
黄 灰 2.5Y5/1ー 暗 灰 黄色 5/2 細 砂 質 土 (WWn 多 く ・ 遺 物 含 む ) 

暗 灰 黄色 2.5Y4/2 細 砂 質 土 (Wn 多 く ・ 人 遺物 多く 含む ) 
礎 混 暗 灰 黄色 2.5Y4/2 粘 細 砂 質 土 (る 15cem 以 下 の 礎 含 む ) 
礎 混 暗 灰 黄色 2.5Y5/2 粘 砂 質 土 (WMn 多 く ・ ゅ の 5cm 以 下 の 礎 含む ) 
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・ 黄 灰色 2.5Y4/1 粘 砂 質 土 (Wn 多 く ・ 遺 物 多 く 含む ) 十 2.5Y6/4 に ぶ い 黄色 粘 細 砂 質 土 (Mn 多く 含む ) 

(S=1/80) 

0 1m 2m 

ーーー]



能 性 が あり 、 遺 構 37 と 溝 107 は 平安 時 代 に 下る と 思わ れる 。 調査 区 北西 側 は 検出 遺構 が 少な く 、 溝 が 

主体 と な る こと か ら 、 生 産 城 で あっ た と 推定 され る 。 

建物 5 ( 図 43) 

3 間 以 上 X 2 間 以 上 の 側 柱 建物 で 、 長 径 1 mm 程度 の 大 型 柱 穴 か ら 構成 さ れ 、 官 衛 的 な 建物 の 可能 性 が 

高い 。 柱 穴 の 平面 形 は 円 形 な いし 椿 円 形 で ある 。 建 物 の 方 位 は N 24 E で 、 建 物 南 側 に は 流 路 ある い 

は 旧 河 道 の 一 部 と 考え られ る 落ち 込み が 存在 し 、 肩 部 が 直線 的 で 建物 の 方 位 と 一 致す る 。 柱 穴 出 土 遺物 

より 奈良 時 代 と 思わ れる 。 

| 
も 

。 (の 
55 

灰色 2.5Y4/1 細 砂 質 土 (Mn 多く 含む ) 
灰色 2.5Y4/1 細 砂 質 土 (Mn 多 く 含む ) 十 
黄 褐 色 2.5Y6/6 砂 質 土 (Mn 多く 含む ) 
灰色 2.5Y5/1 粘 細 砂 質 土 (Mn 多く 含む ) 十 
ぶ い 黄色 2.5Y6/4 粘 細 砂 質 土 
灰 黄 色 2. 5Y4/2 細 砂 質 土 ( 炭 ・Mn 含 む ) お 

の
 

て
 1
 

加
 各
 潤
 当
 
鴻 
中 

8 
か 0 呈 

0 $S=1/100) 5m 

ーーー] 

図 43 Bー4 地 区 建物 5 平面 ・ 断 面 ・ 層 序 図 

建物 6 ( 図 44) 

梁 行 2 間 メ x 桁 行 2 間 以 上 の 側 柱 建物 で ある 。 建 物 の 方 位 は N 21* EE で ある 。 柱 穴 出 土 遺物 より 奈良 

時 代 と 思わ れる 。 

・ 黄 灰色 2.5Y4/1 粘 細 砂 質 土 (Wn 含 む ) 
. 礎 混 暗 灰 黄色 2.5Y4/2 粘 細 砂 質 土 (の 10cm 以 下 礎 含 む ) 
. 暴 褐色 2.5Y3/2 粘 砂 質 土 WWn 多 く 含 む ) 
. 暴 褐 色 2.5Y3/2 粘 砂 質 土 (Mn 含む ) 

は
 

C
 

も
 

の
 O
N
 
一
 

O
b
 
8 

回 , ーー 0 (S=1/100) 5m 

し し = ニー 一 ーー 一 ーー 一 一 一 一 一 一 | 

図 44 Bー4 地 区 建物 6 平面 ・ 層 序 図 
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建物 7 ( 図 45) 

1 間 以 上 xX 1 間 以 上 の 側 柱 建 物 で ある 。 建物 の 方 位 は N 15" EE で ある 。 柱 穴 出 土 遣 物 は 無い が 、 柱 

穴 埋 士 が 建物 5 ・ 6 に 近い 黒褐色 の 色調 で ある こと か ら 、 奈 良 時 代 の 可能 性 が 高い 。 [ 
- So】 

2.16m 
. 黒褐色 2.5Y3/2 粘 砂 質 土 (Mn 多く 含む ) 1 

2. 黒褐色 2.5Y3/1 粘 砂 質 土 (Fe 含 む ) 
3. 黄 灰 色 2.5Y4/1 粘 砂 質 土 (Mn 含む ) 

本 4. オリ ー ブ 褐 色 2.5Y4/3 粘 細 砂 質 土 Wn 少 し 含む ) 
M Q ヨー ーー 

10 ⑤ 

上 
10 12 

3 8.40 

0 (S=1/100) 5m 

ーーー 一 ーー 一 一 一 一 一 一 一 | 

図 45_Bー4 地 区 建物 7 平面 ・ 層 序 図 

建物 8 ( 図 46) 
当行 2 間 X 桁 行 2 間 の 側 桂 建物 で ある 。 建 物 の 面積 は 14.7 好 、 方 位 は N 18” E で ある 。 建 物 7 と 同 
様 の 理由 で 、 奈 良 時 代 の 可能 性 が 高い 。 

灰色 10YR4/1 粘 砂 質 土 
. 褐 灰 色 10YR4/1 粘 砂 質 土 十 
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に ぶ ぷ ぶ い 黄色 2.5Y6/4 粘 細 砂 質 土 WWn 多 く 含む ) 

5. 黒褐色 2.5Y3/2 粘 砂 質 土 Wn 多 く 含む ) 
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建物 9 ( 図 47) 
梁 行 2 間 X 桁 行 1 間 以 上 の 側 柱 建 物 で ある 。 建 物 の 方 位 は N 16” EE で 、 建 物 10 と 方 位 が 一 致し 、 梁 
行 が ほぼ 同じ 長 さ で ある こと か ら 、 建 て 替え が 行わ れ た と 推定 され る 。 た だ し どちら が 先 に 建て られ た 
か は 不明 で ある 。 柱 穴 か ら の 出土 遺物 は 無い が 、 柱 穴 埋 士 が 建物 58 と は 明らか に 違う 溢 い 灰色 を 時 
し 、 建 物 周 辺 の 遺構 121・137 か ら 中 世 の 遺 物 が 出土 し て いる こと か ら 、 中 世 建 物 の 可能 性 が 高い 。 
建物 10 ( 図 47) 
当行 2 間 X 桁 行 1 間 以上 の 側 柱 建物 で ある 。 和 建物 の 方 位 は N 15" EE で ある 。 建 物 9 と 同様 の 理由 で 、 
世 建 物 の 可能 性 が 高い 。 

へ / ト ジマ | 
に N | 調 ャ /b 人 ププ れれ ル 。 bb 査 

ーー ーー 山 由 
uOb 8 ニー な 人 Ob 8 噴 - ご ぶ - き 成 

に -4 着衣 語 語 語 語 生 生生 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 可 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本間 本 間 間 回 還 還 加 全幅 

・ 果 

1.72| 2.00| 0 2 と 一 台 - 2.20! : 。 。 の @⑳ あ @ "本 @ < の 。 : 
4 134 

建物 9 
1.80 

11
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13
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ーー | 9 

eb ep 
1. 灰 黄色 2.5Y7/2 砂 質 土 1. 灰色 5Y6/1 砂 質 土 
2. 灰 黄色 2. 5Y7/2 砂 質 キ 河 | 2. 灰色 5Y6/1 砂 質 土 十 灰 白色 5Y7/2 シ ルト 質 土 
黄 灰 色 2.5Y5/1 砂 質 土 ( 炭 少 し 含む ) - 3. 灰白色 5Y7/2 シ ルト 質 土 

3. 黄 灰 色 2.5Y5/1 砂 質 土 ( 炭 少 し 含む ) ・ 
4. 灰色 5Y6/1 砂 質 土 
5. 灰白色 5Y7/1 砂 質 土 0 S=1/100) 5m 

図 47 Bー4 地 区 建物 9・10 平面 ・ 断 面 ・ 層 序 図 

建物 11 ( 図 48) 

1 間 X2 間 の 側 柱 建物 と 推定 され る 。 建 物 の 方 位 は N 77* W で 、 建 物 10 と 柱 筋 を あわ せ て 建て られ 

た 付属 的 な 建物 と 推定 され る 。 建 物 9 と 同様 の 理由 で 、 中 世 建 物 の 可能 性 が 高い 。 

建物 12 ( 図 48) 

1 間 x1 間 以上 の 側 柱 建 物 で ある 。 建 物 の 方 位 は N 13" EE で 、 建 物 10 と 建物 11 が 同時 期 で ある こ 

と と 、 建 物 11 と 柱 間 規 模 が 似 て いる こと か ら 、 建 物 9 の 付属 的 な 建物 の 可能 性 が 高い 。 建 物 9 と 同様 

の 理由 で 、 中 世 建 物 の 可能 性 が 高い 。 

1. 灰色 5Y6/1 砂 質 土 ん ハー 
| 2. 灰色 5Y6/1 粘 砂 質 土 2 66! ーー 

0b 8 コ 

1.84m 142 
回 143 @ ⑦ ーーー 15 ( 〇 ナ 5 [@) 139 回 

1.16m 1.16m | 
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- = 1.48m 

= sz @ Os - 
1.84m 14 1.60m に 本 

本 138 回 3 

同 半 ミー ' 
ー 一 144 141 186 も - 

1. 灰白色 5Y7/1 砂 質 土 
ーー ルー エー 2. 灰色 5Y6/1 砂 質 土 | 

2 3. 褐 灰色 10YR5/1 粘 砂 質 土 
4. 灰色 5Y6/1 砂 質 土 十 

| 建物 11| 礎 混 黄 褐 色 2.5Y5/3 砂 質 土 (の 10cmー20cm 大 の 礎 含 む ) 
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3. 遺物 

遺構 121・137 か ら は 中 世 の 遺 物 が 出 コ 

し た 遺物 が 出土 し て いる が 、 製 塩 土器 の 丸 底 四 式 の み が 出 土 し て 

色 土 器 が 出土 し た 遺構 37 と 溝 107 は 平安 時 代 に 下る と 思わ れる 。 

「 心 と し て 、 縄 文 時 代 後期 、 飛 . 

遡る 可能 性 が あり 、 黒 

包含 層 か ら は 奈良 時 

混入 する 。 

の 遺物 を 

(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 4952、 写 真 図 版 16…18) 

建物 5 

柱 穴 55 か ら 172・173 が 出土 し た 。172 は コ 

径 6.9cm を 測る 。173 は 須 

お さめ る 。 柱 穴 57 か ら 174 の 拓 

的 で ある 。 復 元 底 径 9.4cg 

し た 。175 は 土師 器 二 等 の 

半 が わずか に 内 湾 す る 。 底 部 外面 は 切り 離し 後 ナ デ を 施す 。 復 元 底 

縁 端 部 を 丸く 

恵 器 捧 和 が 出土 し た 。 体 部 は 直 級 

を 測る 。 柱 穴 61 か ら 175・176 が 

日 縁 端 部 を 丸く お き さ 

恵 器 近 で 体 部 は 直線 的 、 

縁 部 で 、 外 反し 、 

め る 。176 は 須恵 穴 等 の 

さめ る 。 柱 穴 68 か ら 177 

転 ヘ へ ラ 切 痕 が 残る 。 復 元 底 

建物 6 

ト 上 し て お り 、 こ れ 以 外 の 遺構 か ら は お お よそ 奈良 時 

上 師 器 捧 A で 体 部 下 

代 を 中 心 と 

る 土 才 16・21・66 等 は 飛鳥 時 代 に 

島 時 代 、 平 安 時 代 、 室 町 時 代 の 遺物 が 

出土 

縁 部 で 、 直 線 的 で 、 

し た 。 

縁 敵 部 を 丸く お 

底部 外 に 回 の 須恵 器 捧 ん が 出土 

径 9.1cm を 測る 。 

柱 穴 20 か ら 須 恵 器 拓 等 と 思わ れる 178 が 出土 し た 。 体 部 は 少し 

内 浴 、 

明 で ある 。 復元 底 径 9.8cm 

土 垢 16 

縁 部 は 少し 外 反し 、 

を 測る 。 

180・181 の 製塩 土器 が 出土 し た 。 器 鋼 が 5 6mm 

式 と 推定 され る 。 

土 孤 21 

182・183 の 丸 底 四 式 と 指 

周 革 oo 

184 は 製塩 土器 で 、 他 に 器 壁 が 1 cm 以上 の 』 

破片 も 出土 し て いる が 、 こ れ は や や 器 壁 の 薄 

型 的 な 丸 底 IV 式 の 

い タ イプ で ある 。185 

口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 柱 穴 39 か 

ら 179 が 出土 し た 。 土師 突 搾 A 等 の 底部 で 、 摩 耗 が 激しく 調整 不 

i 定 され る 製 考 土 器 が 出土 し た 。 

ヘー ーー ニー ーー 一 

179 
程度 で 丸 底 四 

180 181 

182 183 

は 土師 器 煮 炊 具 の 口 縁 部 と 推定 され 、 端 部 に 面 を つく り 、 上 方 に 少 ご ググ 
し 拡張 する 。186 は 土師 器 皿 で 、 体 部 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 丸く 山 避 
お さめ 、 内 側 に 沈 線 を 巡ら せる 。 器 高 1.5cm を 測る 。 ニー 
遺構 28 避 

187 は 土師 器 二 等 で 、 体 部 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 は 失 り 気味 で あ 

る 。 復元 口 径 12.3cm を 測る 。 / | / 
187 

(S=1/4) 10cm 
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遺構 32 

188 は 土師 突 煮 炊 具 の 口 縁 部 と 推定 され 、 端 部 に 面 を つく り 、 下 ーー 一 - 

方 に 少し 拡張 する 。 188 っ 189 

遺構 33 

189 は 丸 底 四 式 と 推定 され る 製塩 土器 で ある 。190 は 須恵 器 近 B 

等 の 底部 で ある 。 台 形 の 高台 が 付き 、 底 径 9.3cm を 測る 。 190 

土 坂 36 

191 は 土師 器 天 等 で 、 口 縁 部 は 外 反 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ 

る 。192 は 須恵 器 玉 等 で 、 体 部 は 内 湾 、 口 縁 部 は 少し 外 反 し 、 口 縁 

端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。193 は 須恵 器 抹 等 で 、 体 部 は 少し 内 湾 

し 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。194 は 須恵 器 の 蓋 で 、 つ まみ の 径 は 

2.3cm を 測る 。 

遺構 37 

195・196 は 黒色 土器 塊 の 底部 で 、 高 台 が 付き 、 に ゴゴ 

どちら も 復元 底 径 7.6cm を 測る 。197 は 土師 器 煮 

炊 具 の 口 縁 部 と 推定 され 、 口 縁 端 部 を 上 方 に 拡張 テー 

する 。 復元 曲 径 25.6cm・ 復 元 賃 部 径 23.2cm を 測る 。 

財 芦 お 

oo 再 十 暫 環 涼 揚 み ・ 藻 青 刀 学 叉 で ・ コ 藻 議 青 束 光っ 洲 浜 和 お 

さめ る 。 復元 口径 13. 4cm を 測る 。 

遺構 42 

199 は 丸 底 IV 式 の 製塩 土器 で ある 。200 は 土師 器 煮 炊 具 の 口 縁 部 

と 推定 され 、 口 縁 端 部 は 丸み を も ち 、 内 側 に 肥厚 させ る 。201 は 拓 

恵 器 二 等 で 、 体 部 は 内 湾 、 口 縁 部 は 外 反 し 、 口 縁 端 部 は 失 り 気味 に 

お さめ る 。 

199 200 

遺構 43 \ \ 
202 は 土師 器 拓 等 で 、 体 部 上 半 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 内 側 に 沈 線 メダ 

を 巡ら す 。203 は 須恵 器 近 等 で 、 体 部 上 半 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 
丸く お さめ る 。 復 元 口径 14.8cm を 測る 。 
遺構 45 7 
204 は 丸 底 V 式 の 製 垢 土器 で ある 。205 は 須恵 器 折 B の 底部 で あ 
る 。206 は 須恵 器 二 等 で 、 口 緑 部 は 少し 外 反し 、 口 縁 閉 部 を 失 り 気 一 
味 に お さめ る 。 ミ HL 

ご < せ 10cm 
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遺構 47 

207 は 丸 底 V 式 の 製塩 土器 で ある 。208 は 土師 器 で 、 体 部 は 少 

し 外 反 し 、 

遺構 54 

209 は 土師 器 近 B 

土 垢 65 

210 214 は 丸 底 IV 式 の 製塩 土器 で ある 。210 

は 口 縁 部 が 内 湾 し 、214 は 口 縁 部 が 外 反 する 。 

210 は 復元 口径 17.0cm を 測る 。215・216 は こ 

れ ら より や や 如 壁 の 薄い タイ プ の 製塩 土器 で ある 。 

217 は 須恵 穴 二 で 、 体 部 は 少し 内 湾 し 、 口 縁 部 

は 失 り 気味 に お さめ る 。 復 元 口径 13.2cm を 測る 。 

218 は 土師 突 の 蓋 で 、 つ まみ の 径 は 2. 7cm を 測る 。 

219 は 須恵 器 獲 で 、 口 縁 部 は 内 傾 し 、 口 縁 端 部 に 

面 を つく る 。 体 部 に タタ キ が 少し 残る 。 復 元 口径 

15.9cm・ 復 元 島 部 径 18.1cm を 測る 。 

/ | \ 
217 

等 の 底部 で ある 。 

工 

Ln 

土 垢 66 

220 … 222 は 丸 底 四 式 と 擬 

で ある 。 

223 は 須恵 突 近 B で 体 部 下 半 が 内 湾 す る 。 復 元 

底 径 8.1cm を 測る 。224 は 須恵 器 電 で 、 短 い 口 縁 

定 さ れる 製塩 土器 

が 直立 する 。 復 元 口 径 7.8cm・ 復 元 頸 部 径 8.0cm・ 

復元 体 部 最大 径 15.0 cm を 測る 。 

土 垢 74 

225 は 丸 底 IV 式 の 製塩 土器 で 、 容 壁 が 薄い タイ プ と 思わ れる 。 

226 は 須恵 器 電 等 の 口 縁 部 で 外 反 し 、 ロ 

に 拡張 する 。 

遺構 76 

227 は 丸 底 V 式 の 製塩 土器 で ある 。228 は 土師 問 天 等 の 

晶 縁 端 部 を 丸く お さめ 、 内 側 に 沈 線 を 巡ら す 。 外 反 し 、 

遺構 77 

229 は 丸 底 IV 式 の 製塩 土器 で 、 器 璧 が 薄い タイ 

プ と 思わ れる 。230 は 丸 底 四 式 の 製塩 土器 で ある 。 

231 は 須恵 器 拓 等 で 、 体 部 上 半 は 直線 的 、 口 縁 端 

部 を 丸く お さめ る 。 

縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 如 高 2.3cm を 測る 。 

英 部 に 面 を つく り 、 上 方 

218 

イ Lue 
224 

ノイ 

227 

226 

口 縁 部 で 

229 0 

図 51 Bー4 地 区 遺構 出土 遺物 3 
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遺構 79 

232 は 土師 容 兵 人 へ で ある 。 体 部 は 直線 的 で 、 口 縁 部 は 外 反 、 口 

端 部 に 面 を つく り 、 内 面 に 沈 線 を 巡ら す 。 復元 口径 14.4cm・ 復 元 / | \ _ \ 

底 径 10.6cm・ 器 高 3.6cm を 測る 。 | 232 

溝 107 

233 へ 244 が 出土 し た 。 ま た これ 以外 に 図 化 画 選 用 2 

は 行わ な か っ た が 緑 箇 土器 片 や 動物 の 骨 片 等 が 出 、 科 
1 ノ 1 

233 234 
土 し て いる 。 

233 は 暑 色 土 器 塊 で 、 体 部 は 内 湾 し 口 縁 端 部 を \ 

丸く お さめ る 。 内 面 に ヘラ ミガキ を 施す 。 復 元 
径 13.4cm を 測る 。234 は 黒色 土器 塊 で 「 ハ ハ 」 字 
状 の 高台 が 付く 。 復元 底 径 7.6cm を 測る 。 

235 は 丸 底 IV 式 の 製塩 土器 の 口 緑 部 で ある 。 
236 は 土師 器 塊 で 低い 三角 形 の 高台 が 付く 。 復 ンー ンス 

元 底 径 8.0cm を 測る 。237 は 土師 器 拓 A で 底部 外 (人 、。 
面 に 回 転 ヘラ 切 痕 が 残る 。 復 元 底 径 8.0cm を 測る 。 
238 は 土師 器 煮 炊 具 の 口 縁 部 で 「 く 」 字 状 を 星 し 、 | | 。 
口 縁 端 部 に 面 を つく り 、 上 方 に 少し 拡張 する 。 

239 へ 244 は 須恵 器 兵 で ある 。239 は 近 B で 低 ビー 
い 高 台 が 付く 。 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 を 丸く お 
さめ る 。 復元 口径 15.6cm・ 復 元 底 径 9.5cm・ 器 高 
6.7em を 測る 。240 の 体 部 は 内 半 し 、 口 筆者 が 少 / / \ 
し 外 反 する 。 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復元 口径 
14.1cm を 測る 。241 の 体 部 は 内 湾 し 、 口 縁 端 部 
を 丸く お さめ る 。 復元 口径 13.4cm を 測る 。242 / | \ 
の 体 部 は 直線 的 で 、 口 縁 端 部 を 丸く お さめ る 。 復 2 

元 ロ 径 12.2cm を 測る 。243・244 は 珠 A の 底部 で 、 
243 は 回 転 ヘ へ ラ 切 痕 が 残り 、 復 元 底 径 7.8cm を 測 

て
 

ー
 S
S
 

て
 

ー
ー
 
9
 

涯
 洗
面
 上
 

- 

A
A
 区
 

る 。244 は 復元 底 径 7.8cm を 測る 。 ーー 
遺構 121 

245 は 羽 釜 形 の 土 製 煮 炊 具 の 角 部 分 で ある 。 括 (1 くり ンプ 
磨 型 B 系 列 と 推定 され る 。 ( 話 e) 体 部 外面 に タタ キ を 施す 。 ー 25 ーー る 24e 
遺構 137 

0 (ご さき 10cm 

246 は 運 弁 文 の 青磁 碗 で ある 。 復 元 底 径 5.6cm を 測る 。 ーー 一 一 
図 52 Bー4 地 区 遺構 出土 遺物 4 
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(2) 包含 層 出 土 遺 物 ( 図 5355、 写 真 図 版 19…21) 
247 へ 253 は 縄文 時 代 後期 、254・275 は 
平安 時 代 、294 298 は 飛鳥 時 代 、299 は 
室町 時 代 、 そ れ 以 外 は お お よそ 奈良 時 代 の 出 
土 遺物 で ある が 、 飛 鳥 時 代 や 平安 時 代 の 遺物 
が 混入 し て いる 可能 性 も 考え られ る 。 
247 253 は 11 ブ ロック か ら 出 土 し た 。 

247 は 深 鉢 の 口 縁 部 と 推定 され 、 口 縁 端 部 を 248 249 
丸く お さめ る 。 摩耗 が 激しく 調整 不明 で ある 。 
248 は 浅 鉢 の 口 縁 部 と 推定 され 、 口 縁 端 部 を 
失 り 気味 に お さめ 、 内 面 に 沈 線 を 巡ら す 。 外 | 
面 に は 条 痕 が 残る 。249 へ 251 は 1en 強 の 250 
削 隔 で 複数 の 沈 線 を 施し 、 全 体 に 薄く 、 細 い 
縄文 が 施さ れ て いる の が 観察 で きる 。249・ 
252・253 の 内 面 に は 条 痕 が 残る 。 
254 は 黒色 土器 塊 で 「 ハ ハ 」 宇 状 に 開く 低い 
高台 が 付く 。 復 元 底 径 8.0cm を 測る 。 
255 へ 258 は 人 須恵 器 の 蓋 で ある 。255 は 
復元 口径 13.2cm、256 は 復元 口径 13.6cm、 
257 が 復元 口径 14.2cm、258 が 復元 口径 
15.0cm を 測る 。 

259 へ 264 は 人 須恵 器 捧 B 身 で 、259 は 低 
い 三 角形 の 高台 が 付く が ボ 、 そ れ 以 外 は 低い 台 
形 の 高台 が 付く 。260 は 体 部 が 直線 的 で 、 そ 
れ 以 外 は わずか に 内 湾 す る 、261・262 は ロ 
縁 部 が 外 反 し 、 口 縁 端 部 を 失 り 気味 に お さめ 
る が 、259・260 は 丸く お さめ る 。259 が 復 
元 口径 12. 1cm・ 復 元 底 径 7.5cm・ 問 高 4.1cm、 
260 が 復元 口径 12. 2cm・ 復 元 底 径 8.3cm・ 右 ーー _/ ーー 
高 4.5cm を 測る 。261 は 復元 口径 12.8cm・ ーー ss ーー デー 
底 径 8.5em・ 回 高 4.0em、262 は 復元 口径 
12.6cm・ 復 元 底 径 9.0cm・ 器 高 3.6cm を 測る 。 nnn 

263 は 復元 底 径 9.8cm を 測る 。264 は 復元 底 
径 7.6cm を 測る 。 図 53 Bー4 地 区 包含 層 出 土 遺物 1 
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265 へ 269 は 須恵 器 捧 A 身 で ある 。265 は 本 

部 は 少し 内 湾 、 口 縁 部 が 外 反 し 、 口 縁 端 部 を 失 り / / きき 

気味 に お さめ る 。266 … 269 は 底部 外面 に 回 転 ーー 
265 の 。 266 

ヘラ 切 痕 が 残る 。265 は 復元 口径 13. 1cm・ 復 元 

底 径 9.4cm・ 器 高 4.3cm、266 は 復元 底 径 9. 0cm、 
267 は 復元 底 径 8.2cm、268 は 復元 底 径 7. 4cm、 

269 は 復元 底 径 7.0cm を 測る 。 

270 は 須恵 器 拓 身 で 、 体 部 は 直線 的 で 、 口 縁 
端 部 を 失 り 気味 に お さめ る 。 復元 口径 13.4cm を 
測る 。271 は 須恵 器 皿 等 と 推定 され 、 復 元 底 径 ーー 
13.2cm を 測る 。272 は 須恵 器 鉢 の 口 縁 部 で 、 品 
縁 端 部 に 面 を つく る 。273 は 須恵 器 独 の 口 縁 部 と 
推定 され 、 口 縁 敵 部 に 面 を つく り 、 下 方 に 拡張 す 
る 。 復元 品 径 23.3cm を 測る 。274 は 須恵 回 直 等 _ 
の 底部 と 推定 され 、 復 元 底 径 12.0cm を 測る 。 ーー 一 ーー プ い 2 
275 は 平 高台 の 土師 器 塊 等 と 推定 され 、 体 部 

は 内 湾 す る 。 底 部 外面 に 回 転 糸 切 痕 が 残る 。 復 Yi 
元 底 径 5.0cm を 測る 。276 は 土師 回 槍 と 推定 さ 273 
れ 、 口 縁 部 が 外側 に ひら き 、 口 縁 端 部 に 面 を も ち 、 
上 方 に 拡張 する 。 復 元 口径 28.0cm・ 復 元 頸 部 径 ア ニー ロニ テン 
22.1cm を 測る 。277 は 口 縁 部 が 「 く 」 宇 状 で ロ / 
縁 端 部 を 上 方 に 拡張 する 。 砂 粒 を 多く 含み 、 二 次 
焼成 を 受け て いる こと か ら 製 塩 土器 の 可能 性 が 高 
い 。 

278 へ 298 は 製塩 土器 で ある 。278 へ 290 は 

砲弾 形 を 呈す る 丸 底 V 式 の 製塩 土器 と 思わ れ 
る 。 回 避 が 厚い 部 分 で 1cem 以上 あり 、 278 は 底部 、 
それ 以外 は 口 縁 部 で 、 口 縁 部 は 内 湾 す る 。279 は 
復元 口径 13.6cm、280 は 復元 口径 16.6cm を 測 
る 。291 へ 293 は 口 縁 が 外 反 し 、291・292 は 器 

壁 が 1cm 強 で 厚い が 、293 は 7mm 程度 と や や 薄 
く 、 復 元 口径 16.9cm・ 復 元 頭 部 径 15.1cm を 測る 。 
294 へ 298 は 器 璧 が 非常 に 薄く 、 体 部 が 内 湾 し 、 

丸 底 四 式 の 製塩 土器 と 思わ れる 。294 は 復元 曲 径 
12. 6cm・ 復 元 体 部 最大 径 14.4cm を 測る 。 

299 は 羽 金 形 の 土 製 煮 炊 具 の 負 部 分 で ある 。 播 | こ 280 
魔 型 B 系 列 と 推定 され る 。( 話 6) 体 部 外面 に タタ 
キ 、 体 部 内 面 に ハケ メ を 施す 。 

調 
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成 
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299 

第 6 節 Bー5 地 区 

B 一 5 地区 は 九 蔵 遺跡 の 中 央 付近 に 立地 し 、 兵 

庫 県 教育 委員 が 本 調査 を 行っ た 4 区 に 隣接 する 。 

標高 は 約 8.4m、 調 査 区 の 面積 は 20 再 で ある 。 

奈良 時 代 の 柱 列 が 検出 で きた 。 

2 科 邊 人 mu 
図 56 B5 地 区 の 位置 

1. 層 序 ( 図 5 

7 へ 11 層 が 律令 期 の 遺物 包含 層 で ある 。12 層 上 面 で 奈良 時 代 の 遺構 を 検出 し た 。 

[ 

に
 |
 

失 乱 
に ぶ い 黄色 2. 5Y6/3 極 細 砂 質 土 填 褐色 10YR4/6 細 砂 質 土 ブ ロッ ク (Ss 

い 黄 色 2.5Y6/3 極 細 砂 質 土 0 1 、 
. に ぶ い 黄色 2.5Y6/3 極 細 砂 質 土 寺 宰 色 10YR4/6 細 砂 質 土 (fn・ 炭 化物 含む ) 則 則 
暗 灰 黄色 2.5Y5/2 極 細 砂 質 土 填 褐 色 10YR4/6 極 細 砂 質 土 (Mn・ 炭 化物 少し 含む ) 
黄 褐 色 2.5Y5/3 極 細 砂 質 土 
暗 灰 黄色 2.5Y5/2 粘 細 砂 賀 土 in・Fe・ 人 遺物 含 む ) 
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. 黒褐色 2.5Y3/2 粘 細 砂 質 土 (遺物 少し 含む ) 
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2. 遺構 ( 図 58、 写 真 図版 6) 

奈良 時 代 の 柱 列 を 検出 し た 。 

柱 列 1 ( 図 59) 

兵庫 県 教育 委員 会 4 区 SB0 5 と 同じ よう な 方 位 や 柱 問 を 示す こと か ら 、 こ の 建物 が 南 に さら に 一 間 

延び て 梁 行 3 間 X 桁 行 3 間 と な る か 、 あ る い は この 建物 に 関係 する 施設 の 一 部 と 推定 され る 。 柱 穴 4 に 

は 柱 根 が 残っ て いた 。 柱 列 の 方 位 は N 56”" W を 示す 。 

に
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図 58 Bー5 地 区 平面 図 図 59 Bー5 地 区 柱 列 

3 . 遺物 

奈良 時 代 を 中 心 と する 遺物 が 出土 し た 。 
(1) 遺構 出土 遺物 ( 図 60、 写 真 図 版 21) | 開 

柱 列 1 301 

柱 穴 4 から 300 の 柱 根 が 出土 し た 。 
(2) 包含 層 出 土 遺物 ( 図 60、 写 真 図版 21) / 

7ー11 層 か ら 301 ご 303 が 出土 し て いる 。 | - 
301 は 須恵 器 抹 蓋 で 、 宝 珠 形 の つま み が 付 く 。 つ 302 
まみ の 径 は 2.4cm を 測る 。302・303 は 丸 底 V 式 

の 製塩 土器 の 口 縁 部 で ある 。 凍っ 

303 

0 = させ 10cm 

ーー 

図 60 Bー5 地 区 遺構 ・ 包 含 層 出土 遺物 
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第 4 章 総括 | 

第 1 人 節 縄文 時 代 

が 出土 し て いる 。 

入り 込み 、 海 岸 線 の 真 際 に 立地 し 

光 創 阿 万 地域 で は 奥 河 内 遺跡 で 

で 、 そ の 間 の 動向 は 不明 

土塊 が 検出 され て お り 、 小 

遺物 包含 層 か ら の 出土 遺物 の み で 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、B- 4 地 

兵庫 県 教育 委員 会 の 4 

て お り 、 九 蔵 遺 跡 で は 後期 後半 ピ 生業 が は じ ま っ た と 考え られ る 。l% き 

淡路 島内 で は 、 淡 路 市 の 

期 に さか の ぼる 土器 も 出土 

で は な いな が 、 他 遺跡 が 最盛 期 

地 条 件 に お いて 共通 する 特徴 が 見 い だ せ る こと か ら 、 両 遺跡 は 無 

第 2 節 弥生 時 代 

B 一 3 地区 か ら は 弥生 時 に 前期 

て 

期 

名 

の 山 

で ある 。 九 蔵 遺 跡 B 

規模 な が ら 晩 期 

遺跡 2) が 後期 後半 頃 

た 集落 で あっ た と 推定 され る 。 

彡 押 型 文 土 器 が 採集 され て グ る が 、 早 期中 期 の 遺跡 は 未 発 見 

ー6・C 一 1 地区 は 次 回 の 報告 と な る が 、 晩 期 

へ と 集落 が 続い て いく 可能 性 も 考え られ る 。 

の 遺跡 と し て 極め て 規模 が 大 きい 。 人 

し て お り 、 遺 跡 の 成立 に 関し て 九 蔵 遺跡 と 必ず し も 同じ 経過 を 辿っ て いる 訳 

を 迎え た 時 期 に 、 九 蔵 遺跡 の 集落 が 始 

の 発達 し た 海岸 に 近く 、 周 囲 を 山地 で 

5 関係 で は な いと 思 

頃 の 土塊 5 が 検出 され た 。 北 側 の 兵庫 県 教育 委 

区 で 縄文 時 

海岸 線 が 入り 江 状 

の 流 路 や 

遺跡 で は 

われ る 。 

ヒコ 

員 会 3・4 区 が 集落 

遺構 は 検出 され て お ら ず 、 

B 一 1 地 

で は 、 後 期 後半 頃 

! 心 付近 と 推定 され 、 同 時 期 の 堅 炎 住 

集落 の 南 縁 

区 か ら は 終末 期 頃 の 残 

と 思わ れる 堅 穴 
9 

り の 

陸 近 に 位置 する と 推定 され る 。 

九 蔵 遺跡 で は 中 

時 期 の 堅 穴 住 

えら れる 。 

第 3 人 節 律令 期 

B 一 1 地区 か ら 奈 良 時 代 の 建物 3、Bー2 地 

時 代 の 掘 立柱 建物 5 8 、 か ら 奈 BB 

で こい 

誰 記 SS) 

B 

が 検出 され て いる 。 兵庫 県 教育 委 会 で は 4 区 を 

3 地区 か ら 平 安 時 

状 、 飛 鳥 時 代 の 土 了 等 、 

心 に 官 衛 建 物 と 考え られ る 大 型 建物 を 含む 14 棟 

居 や 溝 等 の 遺構 が 検出 され ん て いる 。B 3 

良い 遺物 が 出土 し て いる 。 南 に 隣接 する 兵 

居 等 が 検出 され て お り 、 周 辺 に 集落 が 広がっ て いる と 

区 より 南 で は 同時 期 

庫 県 教育 委員 会 の 4 

推定 され る 

期 後半 後期 前 半 の 遺構 等 が 確認 で き て いな い が 、 九 歳 遺 
跡 北 束 の 北 田 

居 が 検出 され て お り 、 こ の 時 

B 一 5 地 

検出 され て お り 、 特 に 平城 京 四 ・IV 期 が 中 心 時 期 で 、 製 塩 と 極め て 密接 に 結び 付 

えら れ て いる 。 今 

官 衛 域 の 

兵庫 県 教育 委員 会 の 4 

が 一 定 の 割合 を 

側 に お いて 最初 の 製塩 が は じ ま 

回 の 調査 で は Bー4 地 

子 南 端 に 近い 建物 と 推定 され る 。 

区 の 製塩 土器 は ほぼ 丸 

上 め て お り 、 兵 庫 県 教 

告 す る が 、 九 蔵 遺 跡 最 南端 の D 地 区 で は 飛鳥 時 

り 、 奈 良 時 

区 の 建物 5 が 官 

底 IV 式 と 

育 委員 会 の 調査 

に 
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衛 建 物 の 可能 性 が ある 大 型 建物 で 、 奈 

っ た 様相 で ある が 、Bー 4 地 

区 より や や 古い 様相 を 示し て いる 。 

の 官 衛 建 物 が 検出 され て お り 、 海 に 近 

! 心 部 が 少し 北側 に 移動 し た と 推定 され る 。 

遺跡 で は こ 

て の 土塊 、Bー4 地 

区 か ら 奈 良 時 代 の 柱 

)! た 官 衛 で あっ た と 

良 時 代 

区 で は 丸 底 四 

詳細 は 次 

い 九 蔵 遺跡 の 

ロロ 

| 人 人 

後期 頃 の 土器 上 
区 ( 許 」) に お いて 元 住吉 山 1 式 を 含む 後期 の 土器 が 数 点 出土 し 

文 海 進 当時 、 に 

廃 

まっ て お り 、 標 高 10 mm 前 後 で 砂浜 

囲ま れ た 小 規模 な 扇状 地上 に 遺跡 が 存在 する 等 、 遺 跡 の 環境 や 立 

の 

の 

区 

の 

に は や や 標高 の 高い 山裾 に 集落 が 移動 し て いる 可能 性 が 考 

区 

列 

が 

考 
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第 4 人 節 中 世 

A 地 区 で 鎌倉 時 代 の 建物 1・2、B 一 1 地区 の 建物 4、Bー2 地 区 の 鎌倉 時 代 の 井戸 と 土塊 、Bー4 

地区 の 建物 9 へ 12 が 検出 され て いる 。 

奈良 時 代 に 官 衛 が 終 毒 を むか えた 後 、 次 に 九 蔵 遺跡 の 動き が 活発 化す る の が 、 平 安 時 代 の 終わ り 頃 か 

ら 鎌 倉 時 代 の 初め に か け て で 、 阿 万 庄 の 成立 と 深く 関係 する と 考え られ る 。 鎌倉 時 代 の 初め 頃 に あら わ 

れる 小 規模 な A 地 区 や Bー 4 地区 の 建物 は 一 回 程度 の 建て 替え で 比較 的 短期 間 で 消長 する 。 第 2 草 第 2 

人 節 で も 述べ た が 、 同 じ 阿 万 の 井手 田 遺 跡 で も 鎌倉 時 代 の 集落 が 室町 時 代 ま で 続か な い 状 況 が 確認 され て 

お り 、 荘 園 の 耕地 開発 の 進展 に 伴っ て 、 一 般 農 民 の 住居 は 度々 移動 を 強い られ た も の と 推定 され る 。 

B 一 2 地区 の 土 琉 9 と 井戸 10 a ・10 b は 上 記 の 建物 より 後 出 する 鎌倉 時 代 の 終わ り 頃 の 遺構 で ある 

が 、 曲 桶 2 点 や 鑑 等 の 木製 品 、 一 括 性 の 高い 土器 群 等 、 非 常に 重要 な 資料 を 得る こと が で きた 。 

土器 の 編 年 的 な 詳細 に つい て は 次 回 以降 に まとめ て 報告 する 事 と し 、 土 折 9 の 一 括 遺 物 と 特殊 な 瓦 器 

塊 で ある 50・69 を 中 心 に 少し 述べ て お きた い 。 

土塊 9 出土 51 は 明石 市 魚住 窯 跡 赤根 川 支 群 の 東 播 系 須恵 器 で 13 世紀 以降 、49 は 詳細 な 時 期 は 不 

明 で ある が 枚方 市 楠葉 野田 遺跡 ( 許 3) 等 、 摂 津 や 淀川 水系 に 多く 分 布 す る 三 足 が 付く 上 質 土器 で ある 。 

50 と 井戸 10 a の 69 は 高台 の 無い 所 回 塊 で ある が 、13 世紀 後半 に な る と 各地 で この よう な 塊 が 出現 す 

る ( 話 4)。 両 者 は 形態 と 内 面 の 渦 状 の へ ラミ ガキ は 共通 する 要素 が ある も の の 、50 が 体 部 外面 に ユビ オ 

サエ 痕 が 残り 、 口 縁 部 に ヨコ ナ デ を 行っ て いる こと か ら 瓦 器 塊 と し て 一 般 的 な 手 づ く ね に よる 成形 が 行 

われ て いる の に 対し て 、69 は 底部 に 回 転 糸 切 痕 が 残り 、 回 転 台 に よる 成形 を 行っ て お り 、 成 形 技法 が 

全く 異な る こと が 興味 深い 。 淡路 島 の 瓦 器 塊 は 和泉 型 の 影響 が 強い が 、 両 者 は 深 さ が あり 法 量 的 に は 楠 

葉 型 に 近い 。 ま た 淡路 島 北 部 で は 高台 の 無い 所 穴 の 出土 例 が あり 、 淡 路 市 惣 司 遺 跡 で 比較 的 法 量 の 近 

い 所 器 塊 が 出土 し て いる ( 話 5)。69 の 成形 技法 に つい て は 、 淡 路 島 南 部 で は 土師 器 塊 皿 や 須恵 器 皿 に 区 

還 

転 台 に よる 成形 が 伝統 的 に 続い て いく こと か ら 、 そ の 影響 を 感じ させ る 。 和 和泉 型 瓦 器 塊 の 影響 に 加え て 、 

楠葉 型 や 淡路 島 北部 の 瓦 器 塊 と の 関わ り 、 淡 路 島 南部 の 回 転 台 土 師 器 ・ 須 上 恵 堪 と の 関係 も 考慮 し な が ら 、 

今後 の 資料 の 増加 を 待ち つつ 注視 し て いく こと に し た い 。 こ れ ら の 出土 遺物 の 時 期 と し て は 、13 世紀 

後半 か ら 14 世紀 初頭 頃 と 現状 で は 広く 捉え て お きた い 。 

第 4 章 の 許 
1.『 九 蔵 遺跡 』 兵 庫 県 教育 員 会 兵庫 県 教育 委員 会 2015 

『 伯 遺跡 』 兵 庫 県 教育 員 会 兵庫 県 教育 委員 会 1998 

.『 枚 方 文化 財 年 報 X』1989 財団 法人 枚方 市 文化 財 研 究 調 査 会 

. 橋本 久 和 「 上 所 器 塊 の 編 年 と 年 代 観 」 

『 第 28 回 中 世 土 器 研究 会 中世 考古 学 と 地域 ・ 流 通 』 日 本 中 世 土 器 研究 会 2009 
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